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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバに格納されたプロセスデータに前記サーバに通信可能に接続されたクライアント
がアクセスするための方法であって、
　前記クライアントが、ウェブブラウザを介して前記プロセスデータにアクセスするため
に、リクエストを受信することと、
　前記クライアントが、前記リクエストに基づいて、前記プロセスデータの少なくとも一
部を格納すると共に相互運用データパッキングフォーマットで前記プロセスデータを通信
するサーバを識別することと、
　前記クライアントが、前記プロセスデータを受信するために、前記識別されたサーバに
アクセスすることと、
　前記クライアントが、前記相互運用データパッキングフォーマットから、ウェブ閲覧フ
ォーマットへ、前記プロセスデータを変換することと、
　前記クライアントが、前記変換されたプロセスデータの少なくとも第１の部分を、前記
ウェブブラウザを介して表示するために、少なくとも１つのデータフィールドに埋め込む
ことと、を備える、方法。
【請求項２】
　前記サーバを識別することは、前記クライアントが、前記リクエストに関連付けられた
識別子を相互参照するリストにアクセスすることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記相互運用データパッキングフォーマットは、オープンパッケージング規則に準拠す
る、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記クライアントが、ターゲット表示情報を受信することと、
　前記クライアントが、前記ターゲット表示情報および前記プロセスデータに対応する前
記少なくとも１つのデータフィールドを含むテンプレートを決定することと、
　をさらに含む、請求項１～請求項３の何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記第１の部分を、前記少なくとも１つの
データフィールドに埋め込むことは、
前記クライアントが、少なくとも１つのデータタイプによって、前記変換されたプロセス
データをパーティション分割することと、
　前記クライアントが、どのデータタイプが各データフィールドに関連付けられるかを決
定することと、
　前記クライアントが、各データタイプのためにデータフィールドを作成することと、
　前記クライアントが、各データタイプに関連付けられた前記プロセスデータを、対応す
るデータフィールドに埋め込むことと、
　を含む、請求項１～請求項４の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記どのデータタイプが各データフィールドに関連付けられるかを決定することは、
　前記クライアントが、前記プロセスデータの各部分に関連付けられたメタデータを決定
することと、
　前記クライアントが、前記対応するデータフィールドに、前記メタデータを相互参照す
ることと、
　を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記クライアントが、前記プロセスデータを格納する前記サーバの識別前に、前記リク
エストを認証することをさらに含む、請求項１～請求項６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記リクエストは、前記ウェブブラウザを使用するクライアントからのものである、請
求項１～請求項７の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記クライアントが、前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記第１の部分を含
む前記少なくとも１つのデータフィールドを、ウェブページに埋め込むことと、
　前記クライアントが、前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記第１の部分を、
前記ウェブページに表示するために、前記少なくとも１つのデータフィールド内に前記プ
ロセスデータを含む前記ウェブページを、前記ウェブブラウザを使用する前記クライアン
トへ戻すことと、をさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記リクエストは、前記ウェブブラウザ内で実行されるクライアント表示アプリケーシ
ョンを使用するクライアントからのものである、請求項１～請求項９の何れか１項に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記クライアントが、前記クライアント表示アプリケーションが、前記変換されたプロ
セスデータの少なくとも前記第１の部分を含む前記少なくとも１つのデータフィールドに
アクセスし且つ前記少なくとも１つのデータフィールドを表示するようにさせる命令を前
記ウェブブラウザに送信することをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記サーバは、前記プロセスデータの前記第１の部分を格納する、請求項１～請求項１
１の何れか１項に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記クライアントが、前記プロセスデータの第２の部分を格納すると共に前記相互運用
データパッキングフォーマットに関連付けられる第２のサーバを識別することと、
　前記クライアントが、前記プロセスデータの前記第２の部分を受信するために、前記第
２のサーバにアクセスすることと、
　前記クライアントが、前記相互運用データパッキングフォーマットから前記ウェブ閲覧
フォーマットへ、前記プロセスデータの前記第２の部分を変換することと、
　前記クライアントが、前記ウェブブラウザを介して、前記変換されたプロセスデータの
前記第１の部分と共に表示するための前記少なくとも１つのデータフィールドに、前記変
換されたプロセスデータの前記第２の部分を埋め込むことと、をさらに含む、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１４】
　サーバに格納されるプロセスデータにアクセスするように前記サーバに通信可能に連続
されかつクライアントのための装置であって、
　前記装置は、
　ウェブブラウザを介して前記プロセスデータにアクセスするために、前記クライアント
のユーザによってリクエストされた前記プロセスデータの少なくとも一部を格納すると共
に相互運用データパッキングフォーマットに関連付けられた前記サーバを識別し、且つ、
前記リクエストに基づいて前記プロセスデータを受信するために前記識別されたサーバに
アクセスするためのアダプタと、
　前記プロセスデータを、前記相互運用データパッキングフォーマットから、ウェブ閲覧
フォーマットに変換するためのコンバータと、
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも一部を、前記ウェブブラウザを介して表示
する少なくとも１つのデータフィールドに埋め込むためのウェブベースのインターフェー
スと、
　を備える、装置。
【請求項１５】
　前記ウェブベースのインターフェースは、
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記一部を含む前記少なくとも１つのデー
タフィールドを、ウェブページに埋め込み、
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記一部を、前記ウェブページに表示する
ために、前記少なくとも１つのデータフィールド内の前記プロセスデータを含む前記ウェ
ブページを、前記ウェブブラウザを使用する前記クライアントへ戻すためのものである、
請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　少なくとも１つのデータタイプによって、前記変換されたプロセスデータをパーティシ
ョン分割し、
　どのデータタイプが各データフィールドに関連付けられるかを決定し、
　各データタイプのためにデータフィールドを作成し、
　各データタイプに関連付けられた前記プロセスデータを、対応するデータフィールドに
埋め込むことによって、
　前記ウェブベースのインターフェースは、前記変換されたプロセスデータの少なくとも
前記一部を、前記少なくとも１つのデータフィールドへ埋め込むためのものである、請求
項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　どのデータタイプが各データフィールドに関連付けられるかを決定することは、
　前記プロセスデータの各部分に関連付けられたメタデータを決定し、
　前記メタデータを、前記対応するデータフィールドと相互参照するために、
データプロセッサを含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
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　実行される際、マシンに、
　ウェブブラウザを介して、プロセスデータにアクセスするためのリクエストを受信させ
、
　前記プロセスデータの少なくとも一部を格納すると共に相互運用データパッキングフォ
ーマットでプロセスデータを通信するサーバを識別させ、
　前記プロセスデータを受信するために、前記識別されたサーバにアクセスさせ、
　前記プロセスデータを、前記相互運用データパッキングフォーマットから、ウェブ閲覧
フォーマットに変換させ、
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも第１の部分を、前記ウェブブラウザを介し
た表示のために、少なくとも１つのデータフィールドに埋め込ませる
　命令が格納されると共にマシンでアクセス可能な媒体。
【請求項１９】
　前記命令は、実行される際、
　少なくとも１つのデータタイプによって、前記変換されたプロセスデータをパーティシ
ョン分割し、
　どのデータタイプが各データフィールドに関連付けられるかを決定し、
　各データタイプのためにデータフィールドを作成し、
　各データタイプに関連付けられた前記プロセスデータを、対応するデータフィールドに
埋め込むことにより、
　前記マシンに、前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記第１の部分を、前記少
なくとも１つのデータフィールドに埋め込ませる、請求項１８に記載のマシンでアクセス
可能な媒体。
【請求項２０】
　前記命令は、実行される際、
　前記プロセスデータの各部分に関連付けられたメタデータを決定し、
　前記対応するデータフィールドに、前記メタデータを相互参照することにより、
　前記マシンに、どのデータタイプが各データフィールドに関連付けられるかを決定させ
る、請求項１９に記載のマシンでアクセス可能な媒体。
【請求項２１】
　前記命令は、実行される際、前記マシンに、
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記第１の部分を含む前記少なくとも１つ
のデータフィールドを、ウェブページに埋め込ませ、
　前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記第１の部分を、前記ウェブページに表
示させるために、前記少なくとも１つのデータフィールド内に前記プロセスデータを含む
前記ウェブページを、前記ウェブブラウザを使用するクライアントへ戻させる、請求項１
９又は請求項２０に記載のマシンでアクセス可能な媒体。
【請求項２２】
　前記命令は、実行される際、前記マシンに、
　クライアント表示アプリケーションが前記変換されたプロセスデータの少なくとも前記
第１の部分を含む前記少なくとも１つのデータフィールドにアクセスし且つ前記少なくと
も１つのデータフィールドを表示するようにさせる命令を前記ウェブブラウザへ送信させ
る、請求項１９～請求項２１の何れか１項に記載のマシンでアクセス可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本開示は、概して、プロセスの制御システムに関し、より詳細には、サーバに格納される
プロセスデータにアクセスするための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
化学的、石油的または他のプロセスで使用されるもののような、制御システム、製造オー
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トメーションシステム、および他の工業的システム等のデータシステムは、権限を有する
ユーザが、任意の位置からデータにアクセスできるようにするために、サーバにデータを
格納し得る。典型的には、データは、ＯＰＣに準拠するサーバに格納されてもよい。ＯＰ
Ｃとは、工業プロセス制御データ、オートメーションデータ、製造データ、および／また
はバッチデータへのアクセスを提供するために使用されるサーバのために、プロトコルベ
ースのインターフェースを定義する規格セットである。ＯＰＣは、さらに、工業プロセス
に関連付けられたサーバ内のデータパッケージングの相互運用のためのフォーマット規格
（ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ｓｔａｎｄａｒｄｓ）を定義する。
【０００３】
現行では、クライアントは、ＯＰＣサーバに特有のアプリケーションまたはＯＰＣサーバ
に格納されたデータタイプを作成することにより、ＯＰＣサーバに接続し得る。例えば、
アプリケーションは、対応するＯＰＣサーバの特定の動作プラットフォームおよび通信プ
ロトコルに準拠する手続き型プログラミング言語で実行可能なプログラムとして、書き込
まれてもよい。アプリケーションは、特定のＯＰＣサーバに特有のアプリケーションを構
成するサーバベンダーまたはクライアントベンダーによって作成されてもよい。クライア
ントが、複数のＯＰＣサーバに格納されたデータにアクセスする必要があり得る例では、
別々のアプリケーションが、ＯＰＣサーバの特定のインターフェース要件に準拠するよう
に、各ＯＰＣサーバで作成する必要があり得る。さらに、こうした各アプリケーションは
、対応するＯＰＣサーバに格納されたデータが別のサーバに移行された場合、またはＯＰ
Ｃサーバのインターフェース要件が変更された場合に、修正する必要があり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
サーバに格納されたプロセスデータにアクセスするための例示的な方法および装置につい
て説明する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
一実施例において、方法は、ウェブブラウザを介した、プロセスデータにアクセスするた
めのリクエストの受信、プロセスデータの少なくとも一部を格納するサーバの識別（ここ
で、サーバは、相互運用データパッキングフォーマットに関連付けられている）、プロセ
スデータを受信するための、サーバのアクセスを含む。例示的な方法は、さらに、相互運
用データパッキングフォーマットに関連付けられたフォーマットからウェブ閲覧フォーマ
ットへの、プロセスデータの変換と、変換されたプロセスデータの少なくとも第１の部分
を、ウェブブラウザを介して表示するための、少なくとも１つのデータフィールドへの埋
め込みと、を含む。
【０００６】
例示的な装置は、ウェブブラウザを介してプロセスデータにアクセスするための、リクエ
ストに関連付けられたプロセスデータの少なくとも一部を格納するサーバを識別するため
のアダプタを含み（ここで、サーバは、相互運用データパッキングフォーマットに関連付
けられている）、プロセスデータを受信するために、サーバにアクセスする。例示的な装
置は、さらに、プロセスデータを、相互運用データパッキングフォーマットに関連付けら
れたフォーマットからウェブ閲覧フォーマットに、変換するためのコンバータと、変換さ
れたプロセスデータの少なくとも一部を、ウェブブラウザを介して表示するための、少な
くとも１つのデータフィールドに埋め込むためのウェブベースのインターフェースと、を
含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ラッパーを含むウェブページサーバを介して、クライアントによってアクセス可
能なＯＰＣサーバに通信可能に接続されるある例示的な制御システムによる、制御環境を
図示するブロック図である。
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【図２】図１の例示的なラッパーの機能図である。
【図３】ウェブブラウザに表示されたサーバ識別プロセスデータの例示的なインターフェ
ースを示す。
【図４】ウェブブラウザ内に表示されたサーバ階層ディレクトリの例示的なインターフェ
ースを示す。
【図５】ウェブブラウザに表示されたプロセスデータの例示的なインターフェースを示す
。
【図６】ウェブブラウザにプロセスデータを表示するために、図１および／または図２の
例示的なラッパーと通信する例示的なインターフェースを示す。
【図７】クライアントアプリケーション内にプロセスデータを表示するために、例示的な
ラッパーの図１および／または図２と通信する無線デバイス上に表示された、例示的なイ
ンターフェースを示す。
【図８】ウェブブラウザ内にプロセスデータを表示する、例示的なインターフェースを示
す。
【図９Ａ】図１および／または図２の例示的なウェブページサーバ、例示的なＯＰＣサー
バ、例示的なラッパー、ウェブベースのインターフェース、ＯＰＣコンバータ、および／
またはアダプタを実装するために使用し得る例示的な方法のフローチャートである。
【図９Ｂ】図１および／または図２の例示的なウェブページサーバ、例示的なＯＰＣサー
バ、例示的なラッパー、ウェブベースのインターフェース、ＯＰＣコンバータ、および／
またはアダプタを実装するために使用し得る例示的な方法のフローチャートである。
【図９Ｃ】図１および／または図２の例示的なウェブページサーバ、例示的なＯＰＣサー
バ、例示的なラッパー、ウェブベースのインターフェース、ＯＰＣコンバータ、および／
またはアダプタを実装するために使用し得る例示的な方法のフローチャートである。
【図１０】図１および／または図２の例示的なウェブページサーバ、例示的なＯＰＣサー
バ、例示的なラッパー、ウェブベースのインターフェース、ＯＰＣコンバータ、および／
またはアダプタを実装するために使用し得る例示的な方法のフローチャートである。
【図１１】本明細書に記載される例示的な方法および装置を実装するために使用し得る例
示的なプロセッサシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
以下は、他のコンポーネントのうち、ハードウェアで実行されるソフトウェアおよび／ま
たはファームウェアを含む、例示的な方法および装置について記載するが、このような実
施例は、例示的なものにすぎず、制限的に考えられるべきではないことに留意されたい。
例えば、ハードウェア、ソフトウェア、およびファームウェアのコンポーネントのうちの
いずれかまたは全てが、ハードウェアのみ、ソフトウェアのみ、または、ハードウェアお
よびソフトウェアの任意の組み合わせで、実現できることが考えられる。従って、以下に
、例示的な方法および装置を記載するが、当業者は、記載される実施例だけが、かかる方
法および装置を実装するための方法ではないことを容易に理解されるであろう。例えば、
ＯＰＣに関連しておよび／または準拠して、例示的な方法および装置が記載されているが
、例示的な方法および装置を、工業アプリケーション、製造アプリケーション、プロセス
制御アプリケーション、オートメーションアプリケーション等で使用してもよい任意の他
の解釈可能な（ｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｂｉｌｉｔｙ）データパッケージングフォーマット
によって、埋め込んでも（ｉｍｐｌａｎｔｅｄ）よい。
【０００９】
現在、ＯＰＣ　Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎは、プロセスデータをホストするサーバにアクセス
するために、ウェブブラウザおよび／またはクライアントのプログラムアプリケーション
によって使用されてもよい、プログラム的なインターフェースを定義するＯＰＣの仕様セ
ットを発行している。このようなインターフェースは、サーバ内で開始し得る方法および
／またはインスタンスについて、定義されている。さらに、ＯＰＣの仕様は、ＯＰＣ関連
のサーバから、リクエスト側のクライアントアプリケーションへ受け渡されてもよいパラ



(7) JP 5846748 B2 2016.1.20

10

20

30

40

50

メータを指定する。ＯＰＣの仕様は、例えば、Ｃ＋＋、Ｖｉｓｕａｌ　Ｂａｓｉｃ、およ
び／またはＣ＃等の手続き型プログラミング言語で記述される異なるプロトコルを使用し
てもよいインターフェースを定義する。
【００１０】
このようなサーバにアクセスするために、クライアントは、現在、このようなサーバのＯ
ＰＣインターフェースのプロトコルに準拠するために、手続き型プログラミング言語で記
述された実行可能なプログラムであるアプリケーションを作成している。アプリケーショ
ンは、ＯＰＣサーバ内に格納されてもよいプロセスデータおよび／または任意の他のタイ
プのデータを読み出し、書き込み、および／または加入するために、ユーザの位置に関わ
らず、１つ以上のユーザにアクセスを提供するように作成される。アプリケーションは、
ユーザが、任意の位置のプロセスデータ（例えばオブジェクト）にアクセスできるように
、任意のコンピューティングデバイス（例えばパーソナルコンピュータ、ラップトップ、
スマートフォン等）上で動作してもよい。他の実施例において、アプリケーションは、ラ
ンタイムフレームワーク、データベース、および／またはＯＰＣサーバ内の他のデータソ
ースにアクセスするカスタマイズされたウェブページとして、関連付けられたＯＰＣサー
バ内にホストされてもよい。権限を有するユーザは、インターネットに接続可能な任意の
デバイスを介して、このアプリケーションにアクセスしてもよい。
【００１１】
アプリケーションは、ＯＰＣサーバ内のディレクトリ位置と相互参照する事前定義された
データフィールドを有してもよい。アプリケーションは、プロセスデータのタイプ（例え
ばオブジェクトタイプ）に基づいて、特定の表示（例えばテキストフィールド、グラフ、
表、スプレッドシート等）のために、データフィールドを事前フォーマットしてもよい。
さらに、クライアントアプリケーションは、ＯＰＣサーバに特有のプラットフォームおよ
び／または通信プロトコルについて作成されてもよい。例えば、クライアントアプリケー
ションは、典型的には、所望のＯＰＣサーバに対応するアドレスでコード化される。この
ようなコード化された機能、およびＯＰＣサーバ内のディレクトリ位置への参照のために
、クライアントアプリケーションは、典型的には静的であり、１つの特定のＯＰＣサーバ
とのみ通信し得る。
【００１２】
ＯＰＣサーバからの各データ部分のために、各ＯＰＣサーバおよび／または１つのアプリ
ケーションで１つの専門化されたアプリケーションを有することにより、クライアント（
例えばプロセスプラントオペレータまたはエンジニア）は、１つ以上のＯＰＣサーバのデ
ータにアクセスするために、多数のアプリケーションを開発する必要があり得る。加えて
、ＯＰＣサーバへのインターフェースを修正する場合、ＯＰＣサーバのデータディレクト
リが修正され、および／または、プロセスデータは、異なるＯＰＣサーバへ移行され、対
応するアプリケーションは、変更を反映または受け入れるために修正する必要がある。Ｏ
ＰＣサーバのプロセスデータにアクセスするために、アプリケーションを定期的に更新す
る必要があるため、いくつかのクライアントが、プロセスデータにアクセスすることがで
きなくなるインスタンスが生じる可能性がある。加えて、プロセスデータ位置の変更によ
り、ＯＰＣサーバでホストされるアプリケーションおよびプロセスデータの間のリンクが
壊れる可能性がある。
【００１３】
本明細書に記載される例示的な方法および装置は、クライアント位置のクライアントアプ
リケーションが、ラッパーを介して任意のＯＰＣサーバにアクセスすることを可能にする
。データフィールドおよび／またはデータを作成することによる、クライアントおよびＯ
ＰＣサーバの間のインターフェースとしての例示的なラッパー機能は、クライアントによ
ってリクエストされたプロセスデータに基づいて表示する。いくつかの実施例において、
ラッパーは、ＯＰＣサーバ内に含まれてもよく、また、ウェブサーバアプリケーションお
よび／またはクライアント表示アプリケーションを介して、クライアントにアクセス可能
にしてもよい。他の実施例において、ラッパーは、クライアントサイトにおいて（例えば
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、クライアントおよび／またはユーザに関連付けられたコンピューティングデバイス上で
）インストールされてもよい。また、さらに別の実施例において、ラッパーは、クライア
ントおよびＯＰＣサーバの間で通信可能に接続されるコンピューティングデバイス（例え
ばサーバ）内に含まれてもよい。
【００１４】
例示的なラッパーは、ウェブサーバアプリケーションおよび／またはクライアント表示ア
プリケーションとして実装されてもよい。ウェブサーバアプリケーションは、クライアン
トがウェブブラウザを使用してアクセスしてもよい、データフィールド、グラフ、表、ス
プレッドシート等に埋め込まれたプロセスデータによって、ウェブページを作成するフレ
ームワーク（例えばＡＳＰ．ＮＥＴフレームワークアプリケーション）である。ウェブサ
ーバアプリケーションの例において、ラッパーは、ウェブページ内のプロセスデータ（例
えばオブジェクト）を管理する。対照的に、クライアント表示アプリケーション（例えば
ＡｃｔｉｖｅＸ制御および／またはＳｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（商標）アプリケーション）
は、ウェブブラウザ内のランタイムアプリケーション（例えばプラグインアプリケーショ
ン）として表示可能なフレームワークである。このような実施例では、クライアント表示
アプリケーションは、クライアント位置においてコンピューティングデバイス内にインス
トールされてもよい。クライアント表示アプリケーションは、ウェブブラウザが、ＯＰＣ
サーバに配置されたラッパーにアクセスする、および／または、これと通信する場合に、
ウェブブラウザ内で開始されてもよい。加えて、クライアント表示アプリケーションは、
データが、ウェブブラウザ内のデータフィールド、グラフ、表、スプレッドシート等内で
表示されるように、ラッパーから、受信されたデータおよび／またはデータフィールド情
報を構成してもよい。
【００１５】
例示的なラッパーは、１つ以上のＯＰＣサーバと通信するためのアダプタを含んでもよい
。アダプタは、クライアントによってリクエストされたプロセスデータにアクセスするた
めに、ＯＰＣサーバと通信するために、伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ハイパーテキス
ト伝送プロトコル（ＨＴＴＰ）、および／または拡張可能マークアップ言語（ＸＭＬ）を
使用してもよい。例示的なラッパーはさらに、ＯＰＣサーバから受信されたＯＰＣフォー
マットされたプロセスデータを、ウェブページフォーマットへ変換するための、ＯＰＣコ
ンバータを含む。ウェブページフォーマットは、クライアント表示アプリケーション内の
表示、および／またはウェブページ内の表示のために、ハイパーテキストマークアップ言
語（ＨＴＭＬ）および／または任意の他のフォーマットを含んでもよい。さらに、ラッパ
ーは、ウェブページおよび／またはクライアント表示アプリケーションを介して、クライ
アントに表示可能なウェブブラウザへプロセスデータを伝達する、ウェブベースのインタ
ーフェースを含む。
【００１６】
例示的なラッパーは、リクエストされたプロセスデータの１つ以上のタイプを決定するこ
とにより、リクエストされたプロセスデータ（例えばオブジェクト）のデータフィールド
を、自動的に作成、構成、および／またはフォーマットしてもよい。プロセスデータのタ
イプには、サーバ識別情報、ファイルディレクトリ構成情報、数値データ、ストリングデ
ータ、制御デバイスのステータスデータ、アラームデータ、および／または、製造システ
ム等のプロセス制御システムに関連付けられてもよい任意の他のデータを含んでもよい。
いくつかの実施例において、ラッパーは、プロセスデータに埋め込みおよび／または関連
付けられたメタデータによって、データタイプを決定してもよい。他の実施例において、
ラッパーは、プロセスデータのコンテンツに基づいて、データタイプを決定してもよい。
データタイプの決定により、例示的なラッパーは、ウェブブラウザ内の表示のために、対
応するプロセスデータによって、適切なデータフィールドを作成できる。データの表示の
ためのデータフィールドは、スプレッドシート、テキストフィールド、数値フィールド、
グラフ、表、アニメーション等を含んでもよい。一実施例において、ラッパーは、プロセ
ス制御情報のプロセスデータおよび／または表示タイプ（例えばスマートフォンのウェブ
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ブラウザまたはワークステーションのウェブブラウザ）のタイプに基づいて、拡張可能ス
タイルシート言語変換（ＸＳＬＴ）ベースのテンプレートを選択してもよい。
【００１７】
リクエストされたプロセスデータを有するこうしたデータフィールドの自動作成および投
入（例えば埋め込み）によって、例示的なラッパーは、クライアントがＯＰＣサーバのデ
ータにアクセスするために、リクエストに特有のアプリケーションを作成する必要を排除
する。例示的なラッパーは、データタイプに基づいて、データフィールドを動的にフォー
マットするため、ＯＰＣサーバおよび／またはＯＰＣサーバ内のプロセスデータ位置の任
意の変更は、プロセスデータにアクセスするためのクライアントの能力に影響しない。言
い換えると、クライアントは、ＯＰＣサーバが管理される方法、ＯＰＣサーバ内にプロセ
スデータが割り当てられる方法、プロセスデータが移行される方法および／またはプロセ
スデータのタイプを知らずに、プロセスデータにアクセスできる。さらに、プロセスデー
タは、ラッパーを介して、ウェブブラウザによってアクセスしてもよいため、クライアン
トは、通信プロトコル、インターフェースプロトコル、および／または動作中のプロトコ
ルまたは特定のＯＰＣサーバに明示的に接続するアプリケーションを作成する必要はない
。加えて、例示的なラッパーは、ＯＰＣサーバに関連付けられたプロトコルに関係なく、
任意のＯＰＣサーバのために実施してもよい。さらに、例示的なラッパーは、特定のＯＰ
Ｃサーバプロトコルに接続されないため、ラッパーは、インストールされてもよく、およ
び／または、ＯＰＣサーバに特有のアプリケーションよりも効率的に保守されてもよい。
【００１８】
図１は、ラッパー１１０を含むウェブページサーバ１０８を介して、クライアント１０６
によってアクセス可能なオープンパッケージング規則（ＯＰＣ）サーバ１０４に通信可能
に接続される、例示的な制御システム１０２を有する、制御環境１００を図示するブロッ
ク図である。ウェブページサーバ１０８および／またはラッパー１１０は、制御システム
１０２からプロセスデータを受信するＯＰＣサーバ１０４に通信可能に接続されて示され
るが、ウェブページサーバ１０８および／またはラッパー１１０は、製造施設、オートメ
ーション施設、工業システム等の他のシステムからプロセスデータを受信する他のＯＰＣ
サーバに接続されてもよい。加えて、例示的なＯＰＣサーバ１０４は、制御システム１０
２に通信可能に接続されるものとして示されるが、ＯＰＣサーバ１０４は、他の制御シス
テムに通信可能に接続されてもよい。さらに、例示的な制御環境１００は、ウェブページ
サーバ１０８および／または他のウェブページサーバ（図示せず）を介して、ＯＰＣサー
バ１０４に通信可能に接続してもよいさらなるクライアント（図示せず）を含んでもよい
。
【００１９】
例示的な制御システム１０２は、任意のタイプの製造設備、プロセス設備、オートメーシ
ョン設備、および／または任意の他のタイプのプロセス制御構造またはシステムを含んで
もよい。いくつかの実施例において、制御システム１０２は、異なる位置に配置される複
数の設備を含んでもよい。加えて、例示的な制御システム１０２はプロセス制御システム
１１２を示すが、制御システム１０２は、さらなるプロセス制御システムを含んでもよい
。
【００２０】
例示的なプロセス制御システム１１２は、データバス１１６を介して、コントローラ１１
４に通信可能に接続される。プロセス制御システム１１２は、任意の数のフィールドデバ
イス（例えば入力および／または出力デバイス）を含んでもよい。フィールドデバイスは
、入力を受信し、出力を生成し、および／またはプロセスを制御できる、任意のタイプの
プロセス制御コンポーネントを含んでもよい。例えば、フィールドデバイスは、プロセス
を制御するための、例えば、バルブ、ポンプ、ファン、ヒーター、クーラー、および／ま
たはミキサー等の入力デバイスを含んでもよい。加えて、フィールドデバイスは、プロセ
スの一部を計測するための、例えば、温度計、圧力計、濃度計、液面計測器、流量計、お
よび／または蒸気センサ等の出力デバイスを含んでもよい。入力デバイスは、特定のコマ
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ンドを実行し、プロセスを変更するために、コントローラ１１４の命令を受信してもよい
。さらに、出力デバイスは、プロセスデータ、環境データ、および／または入力デバイス
データを測定してもよく、プロセス制御情報（例えばプロセスデータ）として、測定され
たデータをコントローラ１１４に伝送する。このプロセスデータは、各フィールドデバイ
スからの測定された出力に対応する、変数（例えば測定されたプロセス変数および／また
は測定された品質変数）の値を含んでもよい。
【００２１】
　図１の図示された実施例において、例示的なコントローラ１１４は、データバス１１６
を介して、プロセス制御システム１１２内のフィールドデバイスと通信してもよい。この
データバス１１６は、プロセス制御システム１１２内のコンポーネントと通信するように
接続されてもよい。通信コンポーネントは、フィールドデバイスからのデータを受信し、
例示的なコントローラ１１４によって受信できる通信媒体に、データを変換するために、
Ｉ／Ｏカードを含んでもよい。加えて、このようなＩ／Ｏカードは、コントローラ１１４
からのデータを、対応するフィールドデバイスによってプロセス可能なデータフォーマッ
トに変換してもよい。一実施例において、データバス１１６は、Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロト
コルまたは他のタイプの有線および／または無線通信プロトコル（例えばＰｒｏｆｉｂｕ
ｓプロトコル、ＨＡＲＴプロトコル等）を使用して、実装されてもよい。
【００２２】
コントローラ１１４は、任意の有線および／または無線接続を介して、ＯＰＣサーバ１０
４に通信可能に接続される。いくつかの実施例において、接続は、ファイヤウォールおよ
び／またはコントローラ１１４へのアクセスを制限するための他のセキュリティメカニズ
ムを含んでもよい。コントローラ１１４は、コントローラ１１４が、プロセス制御システ
ム１１２からプロセスデータを受信する際に、ＯＰＣサーバ１０４にプロセスデータを伝
送してもよい。他の実施例において、コントローラ１１４は、時間間隔（例えば毎秒、毎
時間、毎日等）において、ＯＰＣサーバ１０４へプロセスデータを伝送してもよい。ある
いは、ＯＰＣサーバ１０４は、コントローラ１１４からのプロセスデータをリクエストし
てもよい。
【００２３】
プロセスデータを受信する際に、図１の例示的なＯＰＣサーバ１０４は、ファイルシステ
ム内にプロセスデータを格納する。ファイルシステムは、プロセス制御システム１１２を
管理するために、プロセス制御システム１１２内のデバイスに基づいて、および／または
、コントローラ１１４内で動作するルーチン（例えばアプリケーションおよび／またはア
ルゴリズム）に基づいて、ディレクトリおよび／またはサブディレクトリにより、階層的
に編成してもよい。他の実施例において、ファイルシステムは、制御システム１０２のオ
ペレータによって編成されてもよい。プロセスデータは、関連付けられたディレクトリお
よび／またはサブディレクトリ内のパラメータに格納されてもよい。いくつかの実施例に
おいて、パラメータは、コントローラ１１４上で動作するルーチンに関連付けられた、ま
たは、プロセス制御システム１１２内のフィールドデバイス出力に関連付けられた変数に
してもよい。パラメータは、パラメータに関連付けられたプロセスデータのタイプを記述
するメタデータを含んでもよい。
【００２４】
ディレクトリ、サブディレクトリ、ファイルおよび／またはパラメータはそれぞれ、エン
ドポイントに指定されてもよい。ＯＰＣサーバ１０４も、エンドポイントに指定されても
よい。このようなエンドポイントは、セキュリティアクセス、読み出しアクセス、加入ア
クセス、および／または書き込みアクセスによってグループ化されてもよい。エンドポイ
ントは、ＯＰＣサーバ１０４に格納されたプロセスデータにアクセスするために、ラッパ
ー１１０が使用し得る、アドレス、接続要素（ｂｉｎｄｉｎｇ　ｅｌｅｍｅｎｔ）、およ
び／または契約要素（ｃｏｎｔｒａｃｔ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を含んでもよい。ラッパー１
１０は、参照されることにより、その全体が本明細書に組み込まれる、米国特許出願番号
第１２／６３７，４３９号に記載されるように、エンドポイントを使用して、プロセスデ
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ータにアクセスしてもよい。
【００２５】
図１の例示的なラッパー１１０は、ウェブページサーバ１０８内に含まれる。ウェブペー
ジサーバ１０８は、ＯＰＣサーバ１０４およびクライアント１０６の間のインターフェー
スとして機能するデバイスおよび／またはアプリケーションである。いくつかの実施例に
おいて、ウェブページサーバ１０８は、ＯＰＣサーバ１０４内のインターフェースとして
含まれてもよい。他の実施例において、ウェブページサーバ１０８は、クライアント１０
６のコンピューティングデバイス内にインストールされてもよい。さらに他の実施例にお
いて、ウェブページサーバ１０８は、サーバ、またはクライアント１０６をＯＰＣサーバ
１０４に通信可能に接続する、他のコンピューティングデバイス上で実装されてもよい。
ウェブページサーバ１０８内の例示的なラッパー１１０は、プロセスデータ（例えばオブ
ジェクト）にアクセスするためのクライアント１０６からのリクエストを受信し、ＯＰＣ
サーバ１０４からプロセスデータをリクエストし、プロセスデータを、クライアントによ
って表示可能なフォーマットに変換し、ウェブブラウザ内で表示するためのプロセスデー
タを埋め込むために、データフィールドを作成および／またはフォーマットする。例示的
なラッパー１１０は、さらに、権限を有するユーザのみがプロセスデータを表示および／
またはアクセス可能にするように、例えば、ユーザ認証および／または暗号化等のセキュ
リティ機能を含んでもよい。
【００２６】
　ＯＰＣサーバ１０４にアクセスするために、例示的なラッパー１１０は、アダプタ１１
８を含む。例示的なアダプタ１１８は、任意の有線および／または無線接続を介して、Ｏ
ＰＣ１０４のサーバと通信するために、ＴＣＰ、ＨＴＴＰ、および／またはＸＭＬベース
の通信を使用してもよい。ラッパー１１０は、さらに、アダプタ１１８によって受信され
たプロセスデータを、ウェブブラウザを介して表示可能なフォーマット（例えばＸＳＬＴ
ベースのテンプレート）に変換するために、ＯＰＣコンバータ１２０を含む。例示的なラ
ッパー１１０は、さらに、プロセスデータのフォーマット、レンダリング、埋め込みおよ
び／または表示のために、クライアント１０６にインターフェースを提供するための、ウ
ェブベースのインターフェース１２２を含む。
【００２７】
例示的なクライアント１０６は、ＯＰＣサーバ１０４に格納されたプロセスデータの読み
出し、書き込み、および／または加入を行う権限を有する個人に関連付けられてもよい。
クライアント１０６は、さらに、リモート位置からＯＰＣサーバ１０４にアクセスし得る
制御システム１０２に関連付けられた個人に関連付けられてもよい。クライアント１０６
は、任意の有線および／または無線の通信媒体（例えばインターネット）を使用して、ウ
ェブページサーバ１０８を介して、ＯＰＣサーバ１０４にアクセスしてもよい。
【００２８】
クライアント１０６が、プロセスデータ（例えばオブジェクト）にアクセスするためのリ
クエストを生成する一実施例において、ラッパー１１０は、クライアント１０６から、リ
クエストメッセージを受信する。特に、ウェブベースのインターフェース１２２は、リク
エストを受信してもよい。リクエストを受信すると、ウェブベースのインターフェース１
２２は、アダプタ１１８に、リクエストを転送する。アダプタ１１８は、リクエストされ
たプロセスデータを格納するＯＰＣサーバ（例えばＯＰＣサーバ１０４）を識別するため
に、リクエスト（例えばＵｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ（ＵＲＬ）
送信先アドレス）内の情報を使用する。アダプタ１１８は、次いで、プロセスデータを取
り出すために、ＯＰＣサーバ１０４にアクセスする。プロセスデータは、ＯＰＣに相当す
る相互運用データパッキングフォーマットに従って、ＯＰＣサーバ１０４内に格納されて
もよい。アダプタ１１８は、プロセスデータにアクセスおよび／または、プロセスデータ
を読み出すために、プロセスデータに関連付けられたエンドポイントを使用してもよい。
アダプタ１１８は、次いで、相互運用データパッキングフォーマットに関連付けられたフ
ォーマットから、ウェブ閲覧フォーマットに、プロセスデータを変換する、ＯＰＣサーバ
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１０４からＯＰＣコンバータ１２０へ受信されたプロセスデータを転送する。ＯＰＣコン
バータ１２０は、次いで、変換されたプロセスデータを、ウェブベースのインターフェー
ス１２２へ転送する。ウェブベースのインターフェース１２２は、次いで、クライアント
１０６によって表示可能なウェブページ内のウェブブラウザを介した表示のために、変換
されたプロセスデータの少なくとも一部を、１つ以上の対応するデータフィールド（また
はテンプレート）に埋め込むおよび／または配置する。
【００２９】
ウェブベースのインターフェース１２２は、プロセスデータに関連付けられたデータタイ
プによって、変換されたプロセスデータをパーティション分割し、どのデータタイプがデ
ータフィールドに関連付けられているかを決定し、各データタイプのためにデータフィー
ルドを作成し、各データタイプに関連付けられたデータを、関連付けられたデータフィー
ルドに配置することによって、プロセスデータを、１つ以上のデータフィールドに埋め込
んでもよい。ウェブベースのインターフェース１２２は、プロセスデータの各部分に関連
付けられたメタデータを決定し、メタデータを関連付けられたデータフィールドと相互参
照することにより、プロセスデータからのデータタイプを決定してもよい。
【００３０】
例示的なウェブベースのインターフェース１２２は、プロセスデータが、クライアントア
プリケーション１２４を使用して、クライアント１０６によって表示可能になるように、
プロセスデータをフォーマットできる。図１の実施例は、ウェブブラウザに関連し得るイ
ンターフェース１２６に、プロセスデータを表示するクライアントアプリケーション１２
４を示す。クライアントアプリケーション１２４は、ウェブサーバアプリケーションおよ
び／またはクライアント表示アプリケーションを含んでもよい。ラッパー１１０は、ウェ
ブページの作成および／またはテンプレートウェブページのアクセスおよび、ウェブペー
ジ内のデータフィールドの配置または埋め込みによって、ウェブサーバアプリケーション
のためにプロセスデータをフォーマットしてもよい。インターフェース１２６は、次いで
、ウェブブラウザを介して、ｈｔｍｌリクエストおよび応答を使用して、ラッパー１１０
および／またはウェブページサーバ１０８でホストされるウェブページにアクセスするこ
とにより、プロセスデータを表示してもよい。あるいは、ラッパー１１０は、ウェブブラ
ウザ（例えばインターフェース１２６）内で実行可能なクライアントアプリケーション１
２４において、ウェブアプリケーション（例えばＡｃｔｉｖｅＸ、Ａｄｏｂｅ　Ｆｌａｓ
ｈ（商標）および／またはＳｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（商標））を初期化することにより、
クライアント表示アプリケーションのためにプロセスデータをフォーマットしてもよい。
いくつかの実施例において、クライアント１０６は、プロセスデータの表示前に、クライ
アント表示アプリケーションをダウンロードおよび／またはインストールしてもよい。ラ
ッパー１１０は、プロセスデータおよび／またはデータフィールドを、クライアント表示
アプリケーションに伝送する。いくつかの実施例において、ラッパー１１０は、クライア
ント表示アプリケーションにプロセスデータを伝送する前に、対応するデータフィールド
にプロセスデータを関連付ける。プロセスデータを受信すると、クライアント表示アプリ
ケーションは、対応するデータフィールド内でプロセスデータを表示するために、ウェブ
ブラウザ（例えばインターフェース１２６）内で表示を作成（例えばレンダリング）する
。
【００３１】
さらに、クライアント１０６は、データフィールドの修正および／またはウェブブラウザ
内のプロセスデータの表示によって、クライアントアプリケーション１２４をカスタマイ
ズしてもよい。例えば、クライアント１０６は、データフィールドを表示するために、ウ
ェブブラウザ内の位置を指定してもよい。さらに、クライアント１０６は、色、テキスト
サイズ、数値規則、および／または、データフィールドを有するプロセスデータの任意の
他のグラフ表示を修正してもよい。
【００３２】
クライアント１０６は、プロセスデータの読み出し、書き込み、および／または加入のた
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めに、ＯＰＣサーバ１０４にアクセスしてもよい。プロセスデータへの加入は、プロセス
データが、コントローラ１１４によって伝送される際に、リクエストされたプロセスデー
タの定期的および／または継続的更新を受信するように、例示的なラッパー１１０および
／またはＯＰＣサーバ１０４からの権限（ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ）の受信を含んで
もよい。プロセスデータの読み出しは、ＯＰＣサーバ１０４に格納されたプロセスデータ
の現在の値の読み出しを含んでもよい。プロセスデータの書き込みは、ＯＰＣサーバ１０
４内にプロセスデータとして格納されたパラメータの修正または変更のために、クライア
ント１０６からの値の受信を含んでもよい。データの書き込みは、さらに、プロセスデー
タに関連付けられたステータス、アラームおよび／またはフラグの修正を含んでもよい。
書き込まれた値を受信すると、例示的なＯＰＣサーバ１０４は、プロセス制御システム１
１２の動作を変更および／または修正するために、コントローラ１１４に書き込まれた値
を伝送してもよい。クライアント１０６が、プロセスデータにアクセスできるようにする
ために、例示的なラッパー１１０は、暗号化、認証、インテグリティコード、および／ま
たはユーザに特有のアクセス制御リストを含む、セキュリティ機能を実装してもよい。ユ
ーザおよび／またはクライアント１０６が、プロセスデータにアクセスする権限を有して
いない実施例において、例示的なラッパー１１０は、プロセスデータへの読み出しアクセ
スのみを提供してもよい、あるいは、プロセスデータへの任意のアクセスを提供しなくて
もよい。
【００３３】
図２は、図１の例示的なラッパー１１０の機能ブロック図である。ラッパー１１０は、図
１のアダプタ１１８、ＯＰＣコンバータ１２０、およびウェブベースのインターフェース
１２２を含む。図２のラッパー１１０内の機能ブロックのそれぞれは、複数のクライアン
トおよび／またはＯＰＣサーバを円滑にしてもよく、あるいは、ラッパー１１０は、各通
信可能に接続されるＯＰＣサーバの機能ブロック、および／または各クライアント（例え
ばクライアント１０６）の機能ブロックを含んでもよい。
【００３４】
クライアント１０６および／またはクライアントアプリケーション１２４との通信のため
の、暗号化および／またはエンドポイントアクセス制御等のセキュリティ対策を提供する
ために、図２の例示的なラッパー１１０は、セキュリティプロセッサ２０２を含む。例示
的なセキュリティプロセッサ２０２は、権限を有していないサードパーティから発信され
る通信をプロテクトするために、例えば、暗号化プロセッサおよび／またはデジタル署名
生成器を含んでもよい。暗号化プロセッサは、権限を有していないユーザに読み出し不可
能なフォーマットでクライアントアプリケーション１２４に方向付けられた通信をフォー
マットするために、任意のタイプの暗号化エンコーダを使用してもよい。デジタル署名発
生器は、クライアントアプリケーション１２４のための通信が、権限を有していないサー
ドパーティによって、改ざんされないよう（ｔａｍｐｅｒｅｄ　ｗｉｔｈ）にする。デジ
タル署名発生器は、クライアントアプリケーション１２４およびラッパー１１０の間で権
限を有していないサードパーティによって修正された値の検出を可能にする、任意のタイ
プの暗号的に安全な署名発生器（例えばハッシュコード）を使用してもよい。加えて、セ
キュリティプロセッサ２０２は、認証メカニズムおよび／またはアクセス制御を含む他の
形式の通信セキュリティを含んでもよい。例示的なセキュリティプロセッサ２０２は、ク
ライアントアプリケーション１２４および／またはクライアント１０６から発信される、
暗号化および／または署名された通信をデコードしてもよい。通信をデコードすると、セ
キュリティプロセッサ２０２は、ラッパー１１０内の意図された発信先へ、通信を伝送す
る。
【００３５】
図２の実施例において、セキュリティプロセッサ２０２は、クライアント１０６を含む１
つ以上のクライアントに通信可能に接続される。セキュリティプロセッサ２０２は、権限
を有するクライアントのみが、所望のＯＰＣサーバ内のプロセスデータにアクセスできる
ように、識別情報によって、クライアントおよび／または他の個人から発信されたリクエ
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ストメッセージをフィルタしてもよい。さらに、セキュリティプロセッサ２０２は、クラ
イアントアプリケーション１２４内に実装されるクライアント表示アプリケーションへ、
プロセスデータおよび／またはデータフィールドを転送してもよい。他の実施例において
、セキュリティプロセッサ２０２は、プロセスデータを表示するウェブページをホストし
てもよい、クライアント１０６およびウェブベースのインターフェース１２２の間の安全
な通信を可能にする。
【００３６】
１つ以上のクライアントおよび例示的なウェブベースのインターフェース１２２の間のデ
ータ通信を管理するために、図２の例示的なラッパー１１０は、セッションコントローラ
２０４を含む。例示的なセッションコントローラ２０４は、ラッパー１１０と通信するク
ライアント（例えば図１のクライアント１０６）のために、アクセスセッションを管理す
る。アクセスセッションは、ウェブベースのインターフェース１２２およびクライアント
の間のオープンな通信パスを表す。各クライアントは、異なるＯＰＣサーバから異なるデ
ータソースおよび／またはデータタイプへのアクセスをリクエストしてもよいため、アク
セスセッションは、ウェブベースのインターフェース１２２にアクセスする各クライアン
トで作成されてもよい。このため、例示的なセッションコントローラ２０４は、ウェブベ
ースのインターフェース１２２が、クライアントに、クライアントによってリクエストさ
れたプロセスデータのみを提供することを保証する。
【００３７】
セッションコントローラ２０４は、クライアントからプロセスデータにアクセスするため
の、リクエストメッセージを受信後に、セッションを開始する。リクエストは、ウェブブ
ラウザおよび／またはクライアントアプリケーション１２４を介したリクエストの形態に
してもよい。セッションコントローラ２０４によってセッションが開かれるまで、セッシ
ョンコントローラ２０４は、クライアントからの任意の他のリクエストを拒否してもよい
。セッションがオープンである間、セッションコントローラ２０４は、クライアントから
、ウェブベースのインターフェース１２２へ、各リクエストメッセージをルーティングす
る。加えて、セッションコントローラ２０４は、ウェブページで表示可能なデータフィー
ルドおよび／またはプロセスデータに関連付けられてもよい、選択されたプロセスデータ
およびその関連付けられた読み出しまたは書き込みエンドポイントへの参照を格納しても
よい。
【００３８】
図２のラッパー１１０内に含まれる例示的なウェブベースのインターフェース１２２は、
プロセスデータを管理、フォーマットおよび／または構成することによって、クライアン
トにインターフェースを提供する。ウェブベースのインターフェース１２２は、ＯＰＣコ
ンバータ１２０から、ウェブブラウザ内で表示可能なフォーマットで、プロセスデータ（
例えばオブジェクト）を受信する。例示的なウェブベースのインターフェース１２２は、
さらに、プロセスデータにアクセスするために、クライアントからのリクエストを処理す
る。クライアントからのリクエストを受信すると、ウェブベースのインターフェース１２
２は、セッションコントローラ２０４へ命令を送信し、リクエストをアダプタ１１８へ転
送することにより、アクセスセッションを開始する。いくつかの実施例において、ウェブ
ベースのインターフェース１２２は、セキュリティプロセッサ２０２が、そのリクエスト
が認証されたクライアントに関連付けられたことを決定した後で、リクエストを受信する
。加えて、ウェブベースのインターフェース１２２は、クライアントがウェブブラウザを
閉じるおよび／または終了し、および／または、クライアントアプリケーションが、セッ
ションを終了するために命令を送信する場合に、アクセスセッションを閉じてもよい。
【００３９】
ウェブベースのインターフェース１２２が、リクエストに関連付けられたプロセスデータ
を受信する場合に、ウェブベースのインターフェース１２２は、プロセスデータをデータ
プロセッサ２０６に転送することにより、プロセスデータに関連付けられた１つ以上のデ
ータタイプを決定する。例示的なデータプロセッサ２０６は、プロセスデータの一部内に
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含まれてもよいメタデータを識別する。あるいは、データプロセッサ２０６は、値タイプ
、プロパティ、変数タイプ、および／またはプロセスデータに関連付けられてもよい任意
の他の識別子に基づいて、プロセスデータを、対応するデータフィールドに相互参照する
ために、データタイプデータベース２０８にアクセスする。例示的なデータタイプデータ
ベース２０８は、電子的に消去可能なプログラム可能な読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯ
Ｍ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、および／ま
たは任意の他のタイプのメモリによって実装されてもよい。
【００４０】
図２の例示的なデータプロセッサ２０６は、プロセスデータに関連付けられたデータタイ
プを決定する際に、データタイプと相互参照し得るデータフィールドの１つ以上のデータ
表示変数に、プロセスデータを割り当てることで、データフィールドによって、プロセス
データを関連付けるおよび／または構成する。データプロセッサ２０６および／またはウ
ェブベースのインターフェースは、さらに、プロセスデータの数値、英数字、および／ま
たはフラグ値を、適切なデータフィールドに格納してもよい。
【００４１】
　さらに、データプロセッサ２０６は、プロセスデータを表示するために、テンプレート
のデータタイプデータベース２０８にアクセスしてもよい。テンプレートは、ＸＭＬ情報
（例えばプロセスデータ）を、ウェブブラウザ内の表示のために、ＨＴＭＬに変換するＸ
ＳＬＴテンプレートを含んでもよい。データプロセッサ２０６は、プロセスデータのタイ
プ、プロセスデータの値、プロセスデータのプロパティ、および／またはターゲット表示
情報に基づいて、テンプレートを選択してもよい。ターゲット表示情報は、プロセスデー
タを表示するためのウェブブラウザおよび／またはデバイスのタイプを識別してもよい。
例えば、ターゲット表示情報は、プロセスデータが、スマートフォンのウェブブラウザま
たはワークステーション上のウェブブラウザに表示されるかどうかを指定してもよい。ス
マートフォンのテンプレートは、ワークステーションのウェブブラウザのテンプレートと
比較して、比較的小さい画面に、プロセスデータを表示するように構成してもよい。
【００４２】
ウェブベースのインターフェース１２２は、データプロセッサ２０６からプロセスデータ
のデータタイプを受信し、プロセスデータでデータフィールドをコンパイルする。ウェブ
ベースのインターフェース１２２は、次いで、プロセスデータ（例えば、各データフィー
ルドに関連付けられたプロセスデータのコンパイル部分）を、テンプレートの適切なデー
タフィールドに埋め込むおよび／または配置してもよい。ウェブベースのインターフェー
ス１２２は、データタイプによってプロセスデータをパーティション分割し、どのデータ
タイプがデータフィールドに関連付けられるかを決定するために、データプロセッサ２０
６から情報および／またはテンプレートを使用し、各データタイプのためにデータフィー
ルドを作成し、各データタイプに関連付けられたプロセスデータを、関連付けられたデー
タフィールドに配置することで、データフィールドに、プロセスデータの一部を埋め込む
。いくつかの実施例において、データフィールドは、１つより多いデータタイプに関連付
けられてもよい。ウェブベースのインターフェース１２２は、次いで、データフィールド
を含むウェブページに、プロセスデータを埋め込んでもよい。
【００４３】
クライアントアプリケーション（例えばクライアントアプリケーション１２４）を使用し
て、クライアントがプロセスデータをリクエストし得る実施例において、例示的なウェブ
ベースのインターフェース１２２は、アプリケーションのタイプを決定する。ウェブベー
スのインターフェース１２２は、リクエストメッセージに関連付けられたプロトコルおよ
び／またはアプリケーション言語および／または、リクエストメッセージ内のクライアン
トアプリケーションに関連付けられた任意のメタデータを識別することで、クライアント
アプリケーションのタイプを決定してもよい。例えば、ウェブサーバアプリケーションを
使用するクライアントは、ＡＳＰ．ＮＥＴアプリケーションで関連付けられたプロトコル
を含んでもよく、一方で、クライアント表示アプリケーションを使用するクライアントは
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、Ｓｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（商標）またはＡｃｔｉｖｅＸアプリケーションに関連付けら
れたプロトコルおよび／またはメッセージを含んでもよい。クライアントアプリケーショ
ンのタイプに基づいて、例示的なウェブベースのインターフェース１２２は、データフィ
ールド内のプロセスデータを表示するために、適切なウェブブラウザおよび／またはプロ
グラムのインターフェースを作成および／または構成する。
【００４４】
クライアントアプリケーションのタイプを決定すると、ウェブベースのインターフェース
１２２および／またはデータプロセッサ２０６は、表示のために、プロセスデータ、およ
び／またはデータフィールドをフォーマットする。クライアントアプリケーション１２４
がウェブサーバアプリケーションに関連付けられる実施例において、ウェブベースのイン
ターフェース１２２は、ウェブブラウザを介して、クライアント１０６からリクエストを
受信し、プロセスデータにアクセスするためにアダプタ１１８にリクエストを転送し、Ｏ
ＰＣコンバータ１２０からプロセスデータを受信する。ウェブブラウザを介するクライア
ント１０６からのリクエストは、ＨＴＭＬ文書の形態にしてもよい。さらに、ウェブベー
スのインターフェース１２２は、クライアント１０６のウェブブラウザを、新しく作成さ
れたアクセスセッションに関連付けるために、セッションコントローラ２０４に命令を送
信してもよい。次いで、ウェブベースのインターフェース１２２は、プロセスデータを含
むデータフィールドで、ウェブページを作成する。データフィールドは、例えば、リスト
、スプレッドシート、グラフ、表、グラフ表示、アニメーション等を含んでもよい。さら
に、データフィールドの位置は、テンプレートによって指定されてもよい。次いで、ウェ
ブベースのインターフェース１２２は、クライアント位置にウェブページを表示するため
に、クライアント１０６のウェブブラウザに、ウェブページのコンテンツを伝送する。ウ
ェブページ内のプロセスデータは、任意のＨＴＴＰ、ＸＭＬ、ＸＳＬＴ、および／または
任意の他のインターネットウェブページ伝送フォーマットを介して、フォーマットされた
コンテキストで、ウェブブラウザにより、クライアント１０６に伝送される。
【００４５】
ウェブブラウザがクライアント表示アプリケーションを含む実施例において、例示的なウ
ェブベースのインターフェース１２２は、ウェブブラウザを介してクライアント１０６か
らリクエストを受信し、プロセスデータにアクセスするために、アダプタ１１８にリクエ
ストを転送し、ＯＰＣコンバータ１２０からプロセスデータを受信し、ウェブブラウザ内
のクライアント表示アプリケーションを開始する。ウェブブラウザを介したクライアント
１０６からのリクエストは、通話の形態にしてもよい。プロセスデータのフォーマットお
よび／または構成の際に、ウェブベースのインターフェース１２２は、クライアント表示
アプリケーションのプロトコルに関連付けられたフォーマットで、クライアントにプロセ
スデータを伝送する。クライアント表示アプリケーションは、次いで、関連付けられたデ
ータフィールド内にプロセスデータを示すクライアント位置でウェブブラウザ内の表示を
作成する。
【００４６】
クライアント表示アプリケーションは、いくつかの実施例において、ウェブブラウザを用
いることなくウェブベースのインターフェース１２２にアクセスしてもよい、任意のプロ
グラム的なクライアントを含んでもよい。このような実施例では、ウェブベースのインタ
ーフェース１２２は、プログラムのクライアントを新しく作成されたアクセスセッション
に関連付け、プログラム的なクライアントに関連付けられた任意のプロトコルを介して、
クライアントに、リクエストプロセスデータおよび／またはデータフィールドを転送する
。プログラム的なクライアントは、次いで、関連付けられたデータフィールド内にプロセ
スデータを示す表示を作成する。
【００４７】
例示的なウェブベースのインターフェース１２２は、クライアントに、読み出しアクセス
、書き込みアクセス、および／または加入アクセスを提供する。読み出しアクセスをリク
エストするクライアントに対し、ウェブベースのインターフェース１２２は、現在のプロ
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セスデータに対して、アダプタ１１８に単一のリクエストを転送する。プロセスデータを
受信およびフォーマットすると、ウェブベースのインターフェース１２２は、クライアン
トアプリケーションに、リクエストされたプロセスデータを提供する。
【００４８】
あるいは、クライアントが加入アクセスをリクエストする場合、ウェブベースのインター
フェース１２２は、時間間隔を置いてプロセスデータを受信するために、アダプタ１１８
に定期的メッセージを送信してもよい。いくつかの実施例において、クライアントは、プ
ロセスデータを受信するために、時間間隔を指定してもよい。さらに、ウェブベースのイ
ンターフェース１２２が、ウェブページおよび／またはプログラム的なアプリケーション
の表示構成を作成後、ウェブベースのインターフェース１２２は、より最近のプロセスデ
ータによる、データフィールドの定期的および／または継続的更新を提供する。ウェブベ
ースのインターフェース１２２は、リクエスト側のクライアントとの通信を維持する、既
にアクティブなアクセスセッションを介して、更新を提供する。データフィールドの更新
は、対応するＯＰＣサーバに格納された最も最近のプロセスデータによる、傾向グラフ、
プロセスステータスアラート、および／またはフラグの更新を含んでもよい。このため、
ウェブベースのインターフェース１２２は、ウェブブラウザをリフレッシュする必要およ
び／または、プロセスデータを定期的にリクエストする必要なく、クライアントが、最も
最近のプロセスデータにアクセスすることを可能にする。
【００４９】
　クライアントが書き込みアクセスをリクエストできるさらに他の実施例において、例示
的なウェブベースのインターフェース１２２は、ＨＴＭＬドキュメントまたは方法のリク
エストによって、ウェブページおよび／またはプログラム的なアプリケーションから書き
込まれたプロセスデータを受信する。次いで、ウェブベースのインターフェース１２２は
、書き込まれたデータ値に関連付けられた変数を識別する。他の実施例において、ウェブ
ベースのインターフェース１２２は、データタイプデータベース２０８内で指定されたデ
ータタイプと、データ値を相互参照するために、データプロセッサ２０６にアクセスして
もよい。ウェブベースのインターフェース１２２は、次いで、適切な変数および／または
ＯＰＣサーバの一部にデータ値を転送するために、ＯＰＣコンバータ１２０および／また
はアダプタ１１８へ命令を送信する。ＯＰＣサーバは、次いで、書き込まれたデータ値を
格納してもよく、および／または、書き込まれたデータ値を、コントローラ内の適切な位
置に転送してもよい。
【００５０】
例示的なウェブベースのインターフェース１２２は、次に同一のクライアントが同一のタ
イプのプロセスデータをリクエストするときに、ウェブベースのインターフェース１２２
が、クライアントの以前のカスタマイズに部分的に基づいて、データフィールド内のプロ
セスデータをフォーマットできるように、クライアントカスタマイズ情報を、データベー
ス（図示せず）に格納してもよい。ウェブベースのインターフェース１２２は、データフ
ィールド内のプロセスデータの外観および／またはデータ表示を変更するために、ウェブ
ブラウザおよび／またはプログラム的なアプリケーションによって、クライアントにより
実行される任意の修正によって、クライアントカスタマイズを識別してもよい。クライア
ントは、プロセスデータの色、テキストサイズ、数値規則、および／または任意の他のグ
ラフ表示を修正してもよい。
【００５１】
ＯＰＣサーバ（例えばＯＰＣサーバ１０４）にアクセスするために、図２の例示的なラッ
パー１１０は、アダプタ１１８を含む。例示的なアダプタ１１８は、任意の有線および／
または無線接続を介して、ＯＰＣサーバと通信するために、ＴＣＰ、ＨＴＴＰ、ＸＭＬ、
および／または任意の他の伝送プロトコルを使用してもよい。アダプタ１１８は、ウェブ
ベースのインターフェース１２２からＯＰＣサーバにアクセスするための、リクエストを
受信する。リクエストを受信すると、アダプタ１１８は、クライアントリクエストを、特
定のＯＰＣサーバと相互参照するために、ＯＰＣサーバ参照データベース２１０にアクセ
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スすることにより、プロセスデータを格納するＯＰＣサーバを識別する。例示的なＯＰＣ
サーバ参照データベース２１０は、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、および／または任意
の他のタイプのメモリによって実装されてもよい。
【００５２】
いくつかの実施例において、クライアントリクエストは、ＯＰＣサーバのウェブアドレス
および／または識別子を含んでもよい。アダプタ１１８は、リクエストされたＯＰＣサー
バの位置を決定するために、ＯＰＣサーバ参照データベース２１０を参照してもよい。い
くつかの実施例において、アダプタ１１８は、リクエストされたプロセスデータにアクセ
スするために、２つ以上のＯＰＣサーバにアクセスしてもよい。ＯＰＣサーバの位置を決
定すると、アダプタ１１８は、プロセスデータのＯＰＣサーバに、リクエストを送信する
。アダプタ１１８は、サーバに格納されたＯＰＣデータのディレクトリおよび／またはフ
ァイル構造を決定することにより、ＯＰＣサーバのプロセスデータにアクセスしてもよい
。アダプタ１１８は、ウェブブラウザおよび／またはプログラム的なアプリケーションを
介して、クライアントが、１つ以上のディレクトリおよび／またはサブディレクトリを選
択できるようにするために、このディレクトリおよび／またはファイル構造を、ウェブベ
ースのインターフェース１２２に中継してもよい。ディレクトリおよび／またはサブディ
レクトリを選択することで、クライアントは、表示および／またはアクセスすることが望
ましいプロセスデータを指定する。他の実施例において、クライアントは、所望のプロセ
スデータのディレクトリおよび／またはサブディレクトリ位置を含んでもよい。さらに他
の例において、クライアントは、アダプタ１１８が、リクエストされたプロセスデータに
アクセスするために、ＯＰＣサーバをナビゲートするために使用してもよい変数名、プロ
セスデータ識別子、および／または任意の他のデータ識別情報を指定してもよい。
【００５３】
例示的なアダプタ１１８は、指定されたエンドポイントを使用して、ＯＰＣサーバのディ
レクトリ、サブディレクトリ、および／またはファイルをナビゲートしてもよい。例えば
、アダプタ１１８は、ＯＰＣサーバに対応するエンドポイントを識別するために、ＯＰＣ
サーバ参照データベース２１０にアクセスしてもよい。ＯＰＣサーバは、次いで、階層、
読み出しアクセス、書き込みアクセス、および／または加入アクセスに基づいて、プロセ
スデータに関連付けられたアダプタ１１８にエンドポイントを返してもよい。次いで、ア
ダプタ１１８は、どのエンドポイントがリクエストされたプロセスデータに関連付けられ
ているかを決定してもよく、プロセスデータを格納するＯＰＣサーバ内の位置を閲覧およ
び／または配置するために、エンドポイントを使用する。
【００５４】
アダプタ１１８が、ウェブベースのインターフェース１２２から読み出しおよび／または
加入命令を受信する実施例では、アダプタ１１８は、リクエストされたプロセスデータに
関連付けられた対応する読み出しおよび／または加入エンドポイントにアクセスしてもよ
い。さらに、プロセスデータ（例えばプロセスデータの加入）を受信するためにクライア
ントが定期的な間隔を指定し得る実施例において、アダプタ１１８は、所望のプロセスデ
ータで、定期的な間隔を置いて、ＯＰＣサーバをポーリングしてもよい。
【００５５】
　クライアントがプロセスデータをデータフィールドへ書き込み得るさらなる他の実施例
において、アダプタ１１８は、値、および／またはウェブベースのインターフェース１２
２からの識別子に関連付けられた値を受信する。アダプタ１１８は、次いで、書き込まれ
たデータ値に関連付けられたファイルおよび／またはディレクトリ位置を配置するために
、（例えば、書き込みエンドポイントを使用して）ＯＰＣサーバをナビゲートする。次い
で、アダプタ１１８は、書き込まれた値をＯＰＣサーバ内の適切な位置に格納する。クラ
イアントが値を書き込み得る、いくつかの実施例において、アダプタ１１８は、ＯＰＣコ
ンバータ１２０が、値をウェブページおよび／またはプログラムのアプリケーションフォ
ーマットから、ＯＰＣフォーマットに変換した後、値を受信してもよい。
【００５６】
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図２の例示的なアダプタ１１８は、アダプタ１１８が、異なるプロトコル、インターフェ
ース、オペレーティングシステム、および／またはファイルシステムと共に動作してもよ
い異なるＯＰＣサーバと、インターフェース接続および／または通信することを可能にす
る機能を含む。ＯＰＣサーバ参照データベース２１０は、プロトコル、インターフェース
、オペレーティングシステム、および／または各ＯＰＣサーバに関連付けられたファイル
システムへの参照を含んでもよい。次いで、アダプタ１１８が、アクセスするＯＰＣサー
バを識別する場合、アダプタ１１８は、ＯＰＣサーバと適切に通信および／またはインタ
ーフェース接続するために、プロトコル、インターフェース、オペレーティングシステム
、および／またはＯＰＣサーバに関連付けられたファイルシステム情報を使用してもよい
。
【００５７】
ＯＰＣサーバからリクエストされたプロセスデータを受信および／またはアクセスする際
に、例示的なアダプタ１１８は、プロセスデータをＯＰＣコンバータ１２０に転送する。
図２の例示的なＯＰＣコンバータ１２０は、任意のＯＰＣおよび／またはパッケージに関
連するフォーマットから、ウェブブラウザおよび／または任意の他のプログラムのアプリ
ケーション内で表示可能なフォーマットに、プロセスデータを変換する。プロセスデータ
を、ウェブ閲覧フォーマットおよび／または任意の他のプログラムのアプリケーションフ
ォーマットに変換すると、ＯＰＣコンバータ１２０は、変換されたプロセスデータを、ウ
ェブベースのインターフェース１２２に転送する。さらに、ＯＰＣコンバータ１２０は、
ウェブベースのインターフェース１２２から、書き込まれた値および／またはプロセスデ
ータを受信してもよい。このような実施例では、ＯＰＣコンバータ１２０は、書き込まれ
たデータのウェブ閲覧および／またはプログラム的なアプリケーションフォーマットを、
アダプタ１１８が書き込まれたデータをＯＰＣサーバに格納するために使用してもよい、
ＯＰＣフォーマットに変換する。ＯＰＣコンバータ１２０は、ＯＰＣおよび／または任意
の他のデータパッケージング規則に特有であってもよい任意のアプリケーション、フレー
ムワーク、データ変換アルゴリズム等を使用してもよい。
【００５８】
ラッパー１１０を実施する一実施例の方法を、図２において示すが、図２に図示されたイ
ンターフェース、データ構造、要素、プロセスおよび／またはデバイスのうちの１つ以上
を、任意の他の方法で組み合わせ、分割、再構成、省略、排除および／または実装しても
よい。例えば、図２において図示された例示的なセキュリティプロセッサ２０２、例示的
なセッションコントローラ２０４、例示的なウェブベースのインターフェース１２２、例
示的なデータプロセッサ２０６、例示的なデータタイプデータベース２０８、例示的なＯ
ＰＣコンバータ１２０、例示的なアダプタ１１８、および／または例示的なＯＰＣサーバ
参照データベース２１０を、例えば、１つ以上のコンピューティングデバイスおよび／ま
たはコンピューティングプラットフォーム（例えば図１１の例示的なプロセッシングプラ
ットフォームＰ１０）によって実行される、マシンでアクセス可能なまたは読み出し可能
な命令を使用して、個別におよび／または任意の組み合わせで実装してもよい。
【００５９】
さらに、例示的なセキュリティプロセッサ２０２、例示的なセッションコントローラ２０
４、例示的なウェブベースのインターフェース１２２、例示的なデータプロセッサ２０６
、例示的なデータタイプデータベース２０８、例示的なＯＰＣコンバータ１２０、例示的
なアダプタ１１８、例示的なＯＰＣサーバ参照データベース２１０および／または、より
一般的には、ラッパー１１０を、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアおよび／
またはハードウェア、ソフトウェアおよび／またはファームウェアの任意の組み合わせに
よって、実装してもよい。このため、例えば、例示的なセキュリティプロセッサ２０２、
例示的なセッションコントローラ２０４、例示的なウェブベースのインターフェース１２
２、例示的なデータプロセッサ２０６、例示的なデータタイプデータベース２０８、例示
的なＯＰＣコンバータ１２０、例示的なアダプタ１１８、例示的なＯＰＣサーバ参照デー
タベース２１０および／または、より一般的には、ラッパー１１０のうちのいずれかを、
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１つ以上の回路、プログラム可能なプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プ
ログラム可能な論理デバイス（ＰＬＤ）および／またはフィールドプログラム可能な論理
デバイス（ＦＰＬＤ）等によって実施できる。さらに、図２の例示的なラッパー１１０は
、図２において図示されたものに加えて、またはその代わりに、１つ以上の要素、プロセ
スおよび／またはデバイスを含んでもよく、および／または、図示された要素、プロセス
およびデバイスのいずれかまたは全てのうちの１つより多くを含んでもよい。
【００６０】
図３は、ウェブブラウザに表示されたサーバ識別プロセスデータの例示的なインターフェ
ース３００を示す。インターフェース３００は、スタイルシートおよび／またはテンプレ
ートと称されてもよい。インターフェース３００は、アプリケーションウィンドウとして
示される。しかしながら、他の実施例において、インターフェース３００は、ウェブブラ
ウザおよび／または任意の他のプログラムのクライアントに関連付けられたナビゲーショ
ン機能を含んでもよい。さらに、例示的なインターフェース３００は、データフィールド
内のプロセスデータを表示する１つの方法として示されるが、他の例示的なインターフェ
ースは、プロセスデータを表示するために作成されてもよい。
【００６１】
図３の実施例は、Ｓｅｒｖｅｒ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓタブ３０２に関連付けられたサー
バ識別情報を表示するインターフェース３００を示す。インターフェース３００は、ナビ
ゲーションパネル３０４およびデータパネル３０６を含む。パネル３０４および３０６は
、プロセスデータを表示するために、一般的なテンプレートとして事前に構成されてもよ
い。図１および／または図２の例示的なラッパー１１０は、次いで、データフィールドお
よび関連付けられたプロセスデータを構成する、および／または埋め込むためのテンプレ
ートまたはスタイルシートを使用してもよい。例えば、データパネル３０６は、プロセス
データに関連付けられた変数および／またはパラメータ名（例えばＡｔｔｒｉｂｕｔｅ）
、およびデータ値（例えばＶａｌｕｅ）を表示するように、事前構成されてもよい。次い
で、ラッパー１１０は、サービス識別に関連付けられたデータフィールドを、Ａｔｔｒｉ
ｂｕｔｅカラムおよび／またはＶａｌｕｅカラムに埋め込みおよび／または配置してもよ
い。例えば、ＯＰＣサーバ名を記述するプロセスデータは、「ＯＰＣ　ＤＡサーバ」のＶ
ａｌｕｅによって、「ＳｅｒｖｅｒＮａｍｅ」Ａｔｔｒｉｂｕｔｅとして識別されてもよ
い。
【００６２】
クライアントは、ウェブアドレスおよび／またはインターネットプロトコル（ＩＰ）アド
レスをウェブブラウザに入力することにより、インターフェース３００に示されるプロセ
スデータにアクセスしてもよい。次いで、ウェブブラウザは、図１のラッパー１１０およ
び／またはウェブページサーバ１０８にナビゲートしてもよい。ラッパー１１０は、ウェ
ブアドレスおよび／またはＩＰアドレスを、インターフェース３００に示されるＯＰＣサ
ーバに、分解する（ｒｅｓｏｌｖｅｓ）。次いで、ラッパー１１０は、ＯＰＣサーバに関
連付けられたプロセスデータを取り出し、プロセスデータをウェブ閲覧フォーマットに変
換し、プロセスデータのデータタイプを識別し、インターフェース３００に関連付けられ
たテンプレートを選択し、プロセスデータをインターフェース３００に埋め込み、ウェブ
ブラウザを介してクライアントにインターフェース３００を表示してもよい。この例にお
いて、ラッパー１１０は、データ値に関連付けられた属性のメタデータを識別することに
より、プロセスデータのタイプを決定する。次いで、ラッパー１１０は、属性名に対応す
るデータ値のリストを作成してもよい。
【００６３】
例示的なナビゲーションパネル３０４は、ＯＰＣサーバに関連付けられたＯＰＣサーバ識
別情報のディレクトリおよび／またはファイル構造を示す。クライアントは、データパネ
ル３０６内に表示されたＯＰＣサーバ情報に関連付けられたプロセスデータを選択するた
めに、ナビゲーションパネル３０４内のディレクトリ構造をナビゲートしてもよい。クラ
イアントは、ナビゲーションパネル３０４内の他のディレクトリを選択することにより、
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他のＯＰＣサーバデータを選択的に表示してもよい。例示的なラッパー１１０は、ＯＰＣ
サーバからこのディレクトリ構造（例えばプロセスデータ）を取り出し、ナビゲーション
パネル３０４のテンプレートを使用して、データフィールド内のディレクトリ構造を構成
してもよい。
【００６４】
図４は、ウェブブラウザに表示されたサーバ階層ディレクトリの例示的なインターフェー
ス４００（例えばスタイルシート）を示す。階層ディレクトリは、Ｏｂｊｅｃｔ　Ｔｒｅ
ｅタブ４０２を選択することで示され、ＯＰＣサーバに格納されるプロセスデータのデー
タ構造を表してもよい。図１および／または図２の例示的なラッパー１１０は、ＯＰＣサ
ーバに格納された階層ディレクトリ構造を取り出し、データをウェブ閲覧フォーマットに
変換し、データ構造に関連付けられたデータタイプを決定する。次いで、ラッパー１１０
は、ナビゲーションパネル４０４内のデータフィールドに階層ディレクトリを構成、編成
、および配置する。クライアントは、所望のプロセスデータを含むディレクトリおよび／
またはサブディレクトリを選択するために、ナビゲーションパネル４０４内のディレクト
リをナビゲートしてもよい。階層ディレクトリは、制御システム内のデバイスの構造およ
び／またはコントローラで動作される制御ルーチンの構造を反映するために組織してもよ
い。例示的なラッパー１１０は、ディレクトリ構造をナビゲートし、ウェブブラウザ内の
クライアントに階層ディレクトリを提供するために、エンドポイントアドレスを使用して
もよい。
【００６５】
　例示的なインターフェース４００は、さらに、クライアントによって提供された入力に
基づいて、任意のディレクトリをフィルタするためのフィルタパネル４０６を含む。イン
ターフェース４００は、さらに、変数および／またはパラメータ名（例えばＡｔｔｒｉｂ
ｕｔｅ）および選択されたディレクトリのための対応するプロセスデータ（例えばＶａｌ
ｕｅ）を含むデータフィールドを示す、データパネル４０８を含む。図４の実施例におい
て、クライアントは、ＰＩＤ１ディレクトリを選択する。従って、ラッパー１１０は、Ｐ
ＩＤ１ディレクトリに関連付けられたプロセスデータを取り出し、ウェブブラウザによっ
て、データパネル４０８に表示するために、プロセスデータを埋め込む。
【００６６】
図５は、ウェブブラウザに表示されたプロセスデータの例示的なインターフェース５００
を示す。プロセスデータは、Ｄａｔａ　Ｌｉｓｔｓタブ５０２を選択することにより、ウ
ェブブラウザに表示される。クライアントがＤａｔａ　Ｌｉｓｔｓタブ５０２を選択する
際に、図１および／または図２の例示的なラッパー１１０は、プロセスデータを取り出す
。インターフェース５００は、加入パネル５０４およびデータパネル５０６を含む。パネ
ル５０４および／または５０６のレイアウトは、Ｄａｔａ　Ｌｉｓｔｓタブ５０２内で取
り出され得るプロセスデータタイプに基づいて、事前構成されてもよい。
【００６７】
加入パネル５０４は、クライアントが、データパネル５０６に表示されたプロセスデータ
のリフレッシュレートを指定することを可能にする。この例において、クライアントは、
５０００ミリ秒の（ｍｓｅｃ）更新レートを指定する。加入パネル５０４はさらに、クラ
イアント識別子（例えばＣｌｉｅｎｔ　Ｉｄ）、ＯＰＣサーバ識別子（Ｓｅｒｖｅｒ　Ｉ
ｄ）、および選択されたリフレッシュレート（例えばＵｐｄａｔｅ　ｒａｔｅ）を含む。
【００６８】
例示的なデータパネル５０６は、ＯＰＣサーバ（例えばＩｎｓｔａｎｃｅ　ＩＤ）内のプ
ロセスデータのディレクトリ位置、データ値（例えばＤａｔａ　Ｖａｌｕｅ）、プロセス
データのステータス（例えばＳｔａｔｕｓ　Ｃｏｄｅ）、プロセスデータが作成された時
間（例えばＴｉｍｅ　Ｓｔａｍｐ）を含む選択されたプロセスデータを示す。データパネ
ル５０６は、プロセスデータを追加する、または表示から削除するためのボタンを含む。
データパネル５０６はさらに、は、プロセスデータを読み出しまたは書き込むためのボタ
ンを含む。
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【００６９】
図５の実施例において、ラッパー１１０は、表示されるプロセスデータが、スプレッドシ
ートの値として表示されてもよいデータタイプに関連付けられることを決定する。他の実
施例において、プロセスデータは、グラフ、表、アニメーション、グラフインジケータ等
内に表示されてもよい。例えば、インターフェース５００内のデータパネル５０６は、い
くつかのプロセスデータが、グラフ表示に関連付けられている場合に、ラッパー１１０が
、適切なデータフィールド内のプロセスデータを示すように構成されたグラフ表示を呼び
出せるように、事前構成されていてもよい。
【００７０】
　図６は、ウェブブラウザにプロセスデータを表示するために、例示的なラッパー１１０
と通信する例示的なインターフェース６００を示す。例示的なインターフェース６００は
、フィールドデバイスに関連付けられたプロセスデータを表示するために、フィールドデ
バイス名を入力するためにオペレータが使用し得るナビゲーションバー６０２を含む。別
の例において、ユーザは、フィールドデバイスを配置するために、図４に関連して記載さ
れたディレクトリと類似の階層ディレクトリを使用してもよい。インターフェース６００
は、さらに、ＴＴ１０１フィールドデバイスとインターフェース接続するためのオプショ
ンを含む、メニューバー６０４を含む。この例において、手動セットアップオプションが
選択される。
【００７１】
図６の例示的なインターフェース６００は、ＴＴ１０１フィールドデバイスに関連付けら
れたプロセスデータが、ワークステーションまたはラップトップ上のウェブブラウザ内に
表示されるものであることを示す、ラッパー１１０のターゲット表示情報を提供してもよ
い。加えて、フィールドデバイス（例えばオブジェクト）を選択または入力する際に、例
示的なラッパー１１０は、フィールドデバイス名（例えばＴＴ１０１）を受信する。ラッ
パー１１０は、フィールドデバイスのタイプ（例えばオブジェクトタイプ）を識別するた
めのフィールドデバイス識別子、フィールドデバイスに関連付けられたプロパティ、およ
び／またはフィールドデバイスに関連付けられたプロセスデータ（例えば値）を使用する
。ラッパー１１０は、データフィールド内にプロセスデータを表示するために、テンプレ
ートを選択するため、ターゲット表示情報を有するこの情報を使用する。ラッパー１１０
は、さらに、ＯＰＣサーバからプロセスデータにアクセスするために、この情報を使用す
る。ラッパー１１０は、データタイプデータベース２０８にアクセスし、ワークステーシ
ョンで動作するウェブブラウザのテンプレートを配置することにより、テンプレートを選
択してもよい。次いで、ラッパー１１０は、ＴＴ１０１フィールドデバイスのデバイスタ
イプに基づいて、テンプレートの範囲を限定して（ｎａｒｒｏｗ）もよい。次いで、ラッ
パー１１０は、プロセスデータに対応するテンプレート内のデータフィールドを選択して
もよい。
【００７２】
図６の実施例において、ラッパー１１０は、インターフェース６００に、テンプレート６
０６およびテンプレート６０８を提供してもよい。テンプレート６０６および６０８は、
ＴＴ１０１フィールドデバイスに関連付けられたプロセスデータ（例えばアナログ入力（
ＡＩ）、％範囲、ユニット、下限、上限、タグ、日付、および記述子）を有するデータフ
ィールドを含む。例示的なラッパー１１０は、プロセスデータ内のメタデータに基づいて
、プロセスデータを一致させ、適切なデータフィールドに挿入することにより、テンプレ
ート６０６および６０８に示されるプロセスデータをレンダリングしてもよい。他の実施
例において、テンプレートは、グラフ、表、画像、および／または任意の他のデータ表示
を含んでもよい。
【００７３】
図７（Ａ）および（Ｂ）は、クライアントアプリケーションのプロセスデータを表示する
ために、図１および／または図２の例示的なラッパー１１０と通信する無線デバイス７０
２に表示された例示的なインターフェース７００を示す。無線デバイス７０２は、例えば
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、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、インターネット電話等を含む、任意の可搬
型コンピューティングデバイスを含んでもよい。図７（Ａ）および（Ｂ）の実施例は、無
線デバイス７０２のために構成されるテンプレート内のプロセスデータをレンダリングす
る例示的なラッパー１１０を示す。
【００７４】
　図７（Ａ）において、ユーザインターフェース７００は、オブジェクト検索フィールド
７０４およびキーボード７０６を含む。オブジェクト検索フィールド７０４により、ユー
ザは、キーボード７０６によって、フィールドデバイス識別子（例えばＯＰＣ　ＤＡ／Ｄ
ＥＶＩＣＥ／ＴＴ１０１）を入力することができる。オブジェクト検索フィールド７０４
は、入力されたＴＴ１０１フィールドデバイスをラッパー１１０に提供する。加えて、無
線デバイス７０２は、ターゲット表示情報を、ラッパー１１０に送信してもよい。ラッパ
ー１１０は、ＴＴ１０１フィールドデバイスに関連付けられたプロセスデータおよび／ま
たはプロパティを配置するために、ＴＴ１０１フィールドデバイス識別子を使用する。さ
らに、例示的なラッパー１１０は、無線デバイス７０２の比較的小さい画面に表示するた
めにフォーマットされたテンプレート７０８を選択するために、ターゲット表示情報を使
用する。
【００７５】
ラッパー１１０は、図７（Ｂ）において示されるように、テンプレート７０８の対応する
データフィールドにおいて、プロセスデータを一致、挿入およびレンダリングしてもよい
。加えて、ラッパー１１０は、異なるテンプレートにナビゲートするためのメニューバー
７１０を表示してもよい。メニューバー７１０はテンプレート７０８内に含んでもよく、
および／または、ＯＰＣ　ＤＡ／ＤＥＶＩＣＥ／ＴＴ１０１ディレクトリ位置に関連付け
られたナビゲーションプロセスデータによって指定されてもよい。あるいは、メニューバ
ー７１０の表示は、クライアントアプリケーションによって管理してもよい。図７（Ｂ）
の実施例は、ラッパー１１０が、無線デバイス７０２のためにフォーマットされたテンプ
レート７０８を選択することを示し、一方で、図６では、ラッパー１１０は、ワークステ
ーションのウェブブラウザでフォーマットされたテンプレート６０６および６０８を選択
する。
【００７６】
　図８は、ウェブブラウザにプロセスデータを表示する例示的なインターフェース８００
を示す。インターフェース８００は、ファイル位置またはプロセスデータのパスを入力す
るためにユーザが使用し得るナビゲーションバー８０２を含む。テンプレート８０４は、
データフィールド内に表示されたプロセスデータの表を示す。テンプレート８０４は、製
造者、デバイスタイプ、およびバージョンのデータフィールドを含む。ユーザは、グルー
プ内に組織されたデバイスに関連付けられたプロセスデータにアクセスまたは追跡するた
めの、ＨＴＴＰ：／／ＯＰＣＤＡＳＥＲＶＥＲ／ＤＥＶＩＣＥ／ＤＥＶＩＣＥＣＯＬＬＥ
ＣＴＩＯＮパスを提供してもよい。テンプレート８０４内のプロセスデータは、ＸＭＬフ
ァイルとして、ＯＰＣサーバからアクセスしてもよい。
<?xml version=“1.0”encoding=“UTF-8”?>
<?xml-stylesheet type=“text/xsl” href=“file:///Ccd.xsl”?>
<catalog>
<device>
<manufacturer>Rosemount</manufacturer>
<type>3051MV</type>
<version>5</version>
</device>
<device>
<manufacturer>Micromotion</manufacturer>
<type>MM MV</type>
<version>2</version>
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</device>
<device>
<manufacturer>Fisher</manufacturer>
<type>DVC6010F</type>
<version>3</version>
</device>
</catalog>
【００７７】
上記の例示的なＸＭＬファイルは、＜ｃａｔａｌｏｇ＞行の下に、３つのデバイスの製造
者、デバイスタイプ、およびバージョンをリスト表示する。この情報をインターフェース
８００に表示するには、例示的なラッパー１１０は、ＸＭＬファイルを、プロセスデータ
を表示するためのテンプレート８０４を指定するＸＳＬＴファイルに変換してもよい。変
換されたＸＳＬＴファイルは、以下のものを含み得る。
<?xml version=“1.0” encoding=“ISO-8859-1”?>
<!―― Edited by XMLSpy(R) ――>
<xsl:stylesheet version=“1.0” xmlns:xsl=“http://www.w3.org/1999/XSL/Transform
”>
<xsl:template match=“/”>
<html>
<body>
<h2>My Device Collection</h2>
<table border=“1”>
<tr bgcolor=“#9acd32”>
<th>Manufacturer</th>
<th>Device Type</th>
<th>Version</th>
</tr>
<xsl:for-each select=“catalog/device”>
<tr>
<td>
<xsl:value-of select=“manufacturer”/>
</td>
<td>
<xsl:value-of select=“type”/>
</td>
<td>
<xsl:value-of select=“version”/>
</td>
</tr>
</xsl:for-each>
</table>
</body>
</html>
</xsl:template>
</xsl:stylesheet>
 
【００７８】
＜ｘｓｌ：ｓｔｙｌｅｓｈｅｅｔ　ｖｅｒｓｉｏｎ＝“１．０”ｘｍｌｎｓ：ｘｓｌ＝“
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗ３．ｏｒｇ／１９９９／ＸＳＬ／Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ“＞の行
は、インターフェース８００に表示されるテンプレート８０４を指定する。例示的なラッ
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パー１１０は、インターフェース８００から受信された情報（例えばターゲット表示情報
、オブジェクトタイプ等）に基づいて、このテンプレートを決定してもよい。ＸＳＬＴフ
ァイルはさらに、プロセスデータをデータフィールドにフォーマットするためのテンプレ
ート８０４および命令（例えば＜ｘｓｌ：ｖａｌｕｅ－ｏｆ　ｓｅｌｅｃｔ＝“ｍａｎｕ
ｆａｃｔｕｒｅｒ”／＞、＜ｘｓｌ：ｖａｌｕｅ－ｏｆ　ｓｅｌｅｃｔ＝“ｔｙｐｅ”／
＞、および＜ｘｓｌ：ｖａｌｕｅ－ｏｆ　ｓｅｌｅｃｔ＝“ｖｅｒｓｉｏｎ”／＞）のカ
ラムヘッダ（例えば、製造者、デバイスタイプ、およびバージョン）を指定する。
【００７９】
図９Ａ、９Ｂ、９Ｃ、および１０は、例示的なセキュリティプロセッサ２０２、例示的な
セッションコントローラ２０４、例示的なウェブベースのインターフェース１２２、例示
的なデータプロセッサ２０６、例示的なデータタイプデータベース２０８、例示的なＯＰ
Ｃコンバータ１２０、例示的なアダプタ１１８、例示的なＯＰＣサーバ参照データベース
２１０および／または、より一般的には、図１および／または図２のラッパー１１０を実
装するために実行可能な例示的な方法のフローチャートである。図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ
、および／または図１０の例示的な方法は、プロセッサ、コントローラおよび／または任
意の他の適した処理デバイスによって実行されてもよい。例えば、図９Ａ、図９Ｂ、図９
Ｃ、および／または図１０の例示的な方法は、フラッシュメモリ、ＣＤ、ＤＶＤ、フロッ
ピーディスク、ＲＯＭ、ＲＡＭ、プログラム可能なＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電子的にプログ
ラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電子的に消去可能なＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、光ス
トレージディスク、光ストレージデバイス、磁気ストレージディスク、磁気ストレージデ
バイス、および／または、方法またはデータ構造の形態で、プログラムコードおよび／ま
たは命令を伝達または保存するために使用可能な、かつ、プロセッサ、汎用または特殊用
途コンピュータ、または他のマシンによってプロセッサ（例えば、図１１に関連して以下
に記載される例示的なプロセッサプラットフォームＰ１０）と共に、アクセス可能な任意
の他の媒体等の、任意の実現可能なコンピュータで読み出し可能な媒体上に格納される、
コード化された命令で実施されてもよい。さらに、上記の組み合わせはコンピュータで読
み出し可能な媒体の範囲内に含まれる。
【００８０】
方法には、例えば、プロセッサ、汎用コンピュータ、特殊用途コンピュータ、または特殊
用途処理マシンに、１つ以上の特定の方法を実施させる命令および／またはデータを含む
。あるいは、図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、および／または図１０の例示的な方法のいずれか
または全ては、ＡＳＩＣ、ＰＬＤ、ＦＰＬＤ、個別論理、ハードウェア、ファームウェア
等の任意の組み合わせを使用して、実装されてもよい。
【００８１】
さらに、図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、および／または図１０の例示的な方法のいずれかまた
は全ては、手動の動作または、前述の技術のいずれかの任意の組み合わせ、例えば、ファ
ームウェア、ソフトウェア、個別論理および／またはハードウェアの任意の組み合わせを
使用して、代わりに実装してもよい。さらに、図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、および／または
図１０の例示的な動作を実装する多くの他の方法を使用することができる。例えば、ブロ
ックの実行順序を変更してもよい、および／または、記載されるブロックのうちの１つ以
上を、変更、削除、再分割、または接続してもよい。加えて、図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、
および／または図１０の例示的な方法のいずれかまたは全てを、順次、実行してもよく、
および／または、例えば、スレッド、プロセッサ、デバイス、個別論理、回路等を別々に
処理することにより、並列で実行してもよい。
【００８２】
図９Ａ、図９Ｂ、および図９Ｃの例示的な方法９００により、クライアントは、ＯＰＣサ
ーバに格納されたプロセスデータにアクセスできる。複数の例示的な方法９００は、複数
のクライアントがプロセスデータにアクセスするために、並列または順に、実行してもよ
い。加えて、リクエストされたプロセスデータを２つ以上のＯＰＣサーバに格納し得る実
施例において、例示的な方法９００を各ＯＰＣサーバで実装してもよく、あるいは、単一
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の例示的な方法９００をＯＰＣサーバで実装してもよい。
【００８３】
図９Ａの例示的な方法９００は、プロセスデータにアクセスするためのリクエストを受信
することにより、開始する（ブロック９０２）。リクエストは、例示的なセキュリティプ
ロセッサ２０２および／または図２のウェブベースのインターフェース１２２によって受
信されてもよい。次いで、例示的な方法９００は、プロセスデータにアクセスするために
、セキュリティ証明書（例えばセキュリティプロセッサ）をリクエストする（ブロック９
０４）。セキュリティ証明書は、ユーザ名およびパスワード、アクセスコード、一意の識
別子等を含んでもよい。いくつかの実施例において、セキュリティ証明書は、リクエスト
内に含まれてもよい。次に、例示的な方法９００は、受信されたセキュリティ証明書が認
証をパスするかどうかを決定する（ブロック９０６）。セキュリティ証明書が適切であり
、認証をパスする場合、例示的な方法９００は、クライアント（ブロック９０８）からの
リクエストによって、読み出し、書き込みおよび／または加入アクセスを持つアクセスセ
ッションを作成する。例示的な方法９００は、次いで、リクエスト（例えば、図２のＯＰ
Ｃサーバ参照データベース２１０にアクセスするアダプタ１１８）に関連付けられたＯＰ
Ｃサーバを識別する（ブロック９１０）。
【００８４】
しかしながら、例示的な方法９００がセキュリティ証明書を検証できない場合（ブロック
９０６）、例示的な方法９００は、読み出しアクセスのみを有するアクセスセッションを
作成してもよい（ブロック９１２）。例示的な方法９００は、次いで、リクエストに関連
付けられたＯＰＣサーバを識別する（ブロック９１０）。あるいは、例示的な方法９００
がセキュリティ証明書を検証することができない場合（ブロック９０６）、例示的な方法
９００は、プロセスデータをリクエストするために、クライアントアクセスを拒否しても
よい。
【００８５】
図９Ａの例示的な方法９００は、（例えばアダプタ１１８を介して）識別されたＯＰＣサ
ーバにアクセスし（ブロック９１４）、リクエストに関連付けられた１つ以上のディレク
トリにアクセスすることにより、継続する（ブロック９１６）。加えて、リクエストされ
たＯＰＣデータが１つより多いＯＰＣサーバに配置される実施例において、例示的な方法
９００は、１つ以上のＯＰＣサーバ内に配置されるディレクトリおよび／またはファイル
を配置してもよい（ブロック９１６）。例示的な方法９００は、手動のクライアントナビ
ゲーションを介して、および／または、クライアントからのリクエスト内に提供された情
報によって、エンドポイントを使用して、リクエストされたプロセスデータを配置しても
よい。リクエストされたプロセスデータの位置にアクセスした後、例示的な方法９００は
、次いで、リクエストされたプロセスデータの、読み出し、書き込み、および／または加
入のリクエストを受信する。いくつかの実施例において、プロセスデータにアクセスする
ためのリクエストは、プロセスデータの読み出し、書き込み、および／または加入のリク
エストを含んでもよい。他の実施例において、クライアントは、読み出し、書き込み、お
よび／または加入の機能によって、プロセスデータにアクセスするための別のリクエスト
を送信してもよい。
【００８６】
図９Ｂの例示的な方法９００は、リクエストが、読み出し、書き込み、および／または加
入機能に関連付けられたかどうかを決定する（ブロック９１８）。リクエストがプロセス
データ（ブロック９１８）の読み出しである場合、例示的な方法９００は、リクエストさ
れたプロセスデータを、（例えばアダプタ１１８を介して）関連付けられたＯＰＣサーバ
から取り出すことで、継続する（ブロック９２０）。次いで、例示的な方法９００は、Ｏ
ＰＣフォーマットからのプロセスデータを、ウェブ閲覧および／またはプログラムのアプ
リケーションフォーマットに（例えばＯＰＣコンバータ１２０を介して）変換する（ブロ
ック９２２）。
【００８７】
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しかしながら、リクエストがプロセスデータ（ブロック９１８）の加入である場合、例示
的な方法９００は、ＯＰＣサーバ内のリクエストされたプロセスデータに加入することで
継続する（ブロック９２４）。例示的な方法９００は、リクエストメッセージが、最も最
近のプロセスデータをリクエストするために、ＯＰＣサーバに送信される時間間隔を設定
することにより、プロセスデータに加入してもよい。プロセスデータへの加入の際に、例
示的な方法９００は、ＯＰＣサーバからリクエストされたプロセスデータを取り出す（ブ
ロック９２０）。さらに、例示的な方法９００は、特定の間隔でＯＰＣサーバからリクエ
ストされたプロセスデータを取り出すことを継続してもよい。プロセスデータの各取り出
しのために、例示的な方法９００は、次いで、（例えばＯＰＣコンバータ１２０を介して
）ウェブ閲覧および／またはプログラムのアプリケーションフォーマットにＯＰＣフォー
マットからのプロセスデータを変換する（ブロック９２２）。
【００８８】
　しかしながら、リクエストが、プロセスデータの書き込みである場合（ブロック９１８
）、例示的な方法９００は、クライアントによって提供された書き込まれたデータ値を受
信し、データ値をＯＰＣフォーマットされた値（例えばＯＰＣコンバータ１２０を介して
）に変換することにより、継続する（ブロック９２６）。例示的な方法９００は、次いで
、ＯＰＣサーバ内の適切なデータ位置に（例えばアダプタ１１８を介して）プロセスデー
タ値を書き込む（ブロック９２８）。例示的な方法９００は、次いで、プロセスデータを
ウェブ閲覧フォーマットに変換してもよい（ブロック９２２）。例示的な方法９００は、
書き込まれた値が適切にＯＰＣサーバに書き込まれたという証拠をクライアントに提供す
るために、書き込まれた値を再び読み出してもよい。
【００８９】
プロセスデータをＯＰＣフォーマットに変換すると、例示的な方法９００は、プロセスデ
ータに関連付けられたデータタイプ（例えばデータプロセッサ２０６を介して）を決定す
ることにより、継続する（ブロック９３０）。図９Ｃの例示的な方法９００は、次いで、
クライアントからのリクエストが、ウェブサーバアプリケーションまたはクライアント表
示アプリケーション（例えばプログラム的なアプリケーション）に関連付けられているか
どうかを決定する（ブロック９３２）。クライアントリクエストがウェブサーバアプリケ
ーションに関連付けられている場合、例示的な方法９００は、各データタイプ（ブロック
９３４）について、（例えばウェブベースのインターフェース１２２を介して）データフ
ィールドを作成および／または構成する。例示的な方法９００は、次いで、対応するデー
タフィールド内にプロセスデータを埋め込みおよび／または配置し、データフィールド内
のプロセスデータをコンパイルする（ブロック９３６）。次に、例示的な方法９００は、
クライアントによって動作されるウェブブラウザによってアクセスされるウェブページ内
のプロセスデータを含むデータフィールドの表示を可能にする（ブロック９３８）。
【００９０】
しかしながら、クライアントからのリクエストが、クライアント表示アプリケーション（
ブロック９３２）に関連付けられている場合、図９Ｃの例示的な方法は、クライアントサ
イトでクライアント表示アプリケーションを呼び出す（ブロック９４４）。クライアント
表示アプリケーションの呼び出しには、プロセスデータ（例えばＡｃｔｉｖｅＸまたはＳ
ｉｌｖｅｒｌｉｇｈｔ（商標）アプリケーション）にアクセスするために、クライアント
によって使用されたウェブブラウザ内のアプリケーションを開くことを含んでもよい。ク
ライアント表示アプリケーションの呼び出しには、さらに、フォーマットされたプロセス
データおよび／またはデータフィールドを受信するために、プログラムのアプリケーショ
ンの初期化を含んでもよい。例示的な方法９００は、次いで、アプリケーションが、プロ
セスデータを受信するために、呼び出しされ、準備ができていることを示す、クライアン
ト表示アプリケーションからのリクエストを受信してもよい（ブロック９４６）。次いで
、例示的な方法９００は、プロセスデータを埋め込みおよび／または配置し、および／ま
たは、プロセスデータをデータフィールドに関連付け（ブロック９４８）、プロセスデー
タおよび／またはデータフィールドをクライアント表示アプリケーションに伝送する（ブ
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ロック９５０）。例示的な方法９００は、さらに、プロセスデータのタイプおよび／また
はプロセスデータの表示タイプに基づいて、データフィールドのテンプレートを選択して
もよい。プロセスデータを受信すると、例示的な方法９００は、次いで、クライアント表
示アプリケーションが、インターフェース内の対応するプロセスデータおよび／またはク
ライアント表示アプリケーションの表示を示すために、データフィールドを構成すること
を保証する（ブロック９５２）。
【００９１】
図９Ｃの例示的な方法９００は、クライアントがプロセスデータおよび／またはデータフ
ィールドの任意の部分をカスタマイズしたかどうかを決定することにより、継続する（ブ
ロック９４０）。例示的な方法９００が、クライアントが、プロセスデータおよび／また
はデータフィールドをカスタマイズしていないと決定する場合、例示的な方法９００は、
同一のおよび／または異なるクライアントからプロセスデータにアクセスするための、リ
クエストの受信を再び行う（ブロック９０２）。しかしながら、例示的な方法９００によ
って、クライアントが、プロセスデータおよび／またはデータフィールドをカスタマイズ
したことが決定されると、例示的な方法９００は、カスタマイズデータを格納する（ブロ
ック９４２）。例示的な方法９００は、同一のクライアントが異なる時間に同一のプロセ
スデータにアクセスする場合に、プロセスデータがカスタマイズされたフォーマットで表
示できるように、カスタマイズ情報を格納する。次いで、例示的な方法９００は、同一の
および／または異なるクライアントからプロセスデータにアクセスするための、リクエス
トの受信を再び行う（ブロック９０２）。
【００９２】
図１０の例示的な方法１０００は、ＯＰＣサーバから受信されたプロセスデータを表示す
るために、テンプレートおよび／またはデータフィールドを決定する。複数の例示的な方
法１０００は、複数のクライアントのためにテンプレートをレンダリングするために、並
列で、または順に、実行されてもよい。加えて、リクエストされたプロセスデータが２つ
以上のＯＰＣサーバに格納されてもよい実施例において、例示的な方法１０００は、各Ｏ
ＰＣサーバについて実施されてもよく、あるいは、単一の例示的な方法１０００を、ＯＰ
Ｃサーバについて実施してもよい。
【００９３】
図１０の例示的な方法１０００は、オブジェクト（例えばプロセスデータ）を表示するた
めに、ラッパー１１０におけるリクエスト受信を開始する（ブロック１００２）。オブジ
ェクトは、フィールドデバイスおよび／またはフィールドデバイスに関連付けられたプロ
セスデータを含んでもよい。例示的な方法１０００（例えばウェブベースのインターフェ
ース１２２を介した）は、リクエストに関連付けられたターゲット表示情報を識別しても
よい（ブロック１００４）。ターゲット表示情報は、リクエスト内に含まれてもよく、お
よび／または、ウェブブラウザまたはクライアントアプリケーションによって個別に伝送
されてもよい。次に、（例えば、ウェブベースのインターフェース１２２、アダプタ１１
８、および／またはデータプロセッサ２０６を介した）例示的な方法１０００は、リクエ
ストされたオブジェクトのタイプ（ブロック１００６）、オブジェクトに関連付けられた
プロパティを決定し（ブロック１００８）、および／または、オブジェクトに関連付けら
れたプロセスデータ（例えば値）にアクセスする（ブロック１０１０）。プロセスデータ
のアクセスには、図９Ａ～９Ｃに関連して説明されるように、ＯＰＣサーバへのアクセス
を含む。
【００９４】
例示的な方法１０００は、オブジェクトタイプ、プロパティ、プロセスデータ、および／
またはターゲット表示情報に基づいて、オブジェクトを表示するために、（例えばデータ
プロセッサ２０６を介して）テンプレートを決定することにより、継続する（ブロック１
０１２）。例示的な方法１０００は、オブジェクト（例えばプロセスデータ）を、（例え
ばウェブベースのインターフェース１２２を介して）リンクおよび／または、テンプレー
ト内の対応するデータフィールドに挿入してもよい。次に、例示的な方法１０００は、（
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例えばウェブベースのインターフェース１２２を介して）選択されたテンプレートのオブ
ジェクトに関連付けられたオブジェクトおよび／またはプロセスデータをレンダリングす
る（ブロック１０１４）。例示的な方法１０００は、（例えばウェブベースのインターフ
ェース１２２を介して）インターフェース内に表示されたテンプレート内のオブジェクト
に関連付けられたオブジェクトおよび／またはプロセスデータを表示する（ブロック１０
１６）。例示的な方法１０００は、（例えばウェブベースのインターフェース１２２を介
して）さらなるオブジェクトが表示されるかどうかを決定してもよい（ブロック１０１８
）。例示的な方法１０００が、さらなるオブジェクトがあると決定する場合、例示的な方
法１０００は、さらなるオブジェクトを受信する（ブロック１００２）。例示的な方法１
０００が、さらなるオブジェクトがないと決定する場合、例示的な方法１０００は終了す
る。
【００９５】
図１１は、本明細書に記載される例示的な方法および装置を実施するために使用し得る、
例示的なプロセッサシステムＰ１０のブロック図である。例えば、例示的なプロセッサシ
ステムＰ１０と類似または同一のプロセッサシステムは、例示的なセキュリティプロセッ
サ２０２、例示的なセッションコントローラ２０４、例示的なウェブベースのインターフ
ェース１２２、例示的なデータプロセッサ２０６、例示的なデータタイプデータベース２
０８、例示的なＯＰＣコンバータ１２０、例示的なアダプタ１１８、例示的なＯＰＣサー
バ参照データベース２１０および／または、より一般的には、図１および／または図２の
ラッパー１１０を実装するために使用されてもよい。例示的なプロセッサシステムＰ１０
は、複数の周辺機器、インターフェース、チップ、メモリ等を含むものとして以下に記載
されているが、こうした要素のうちの１つ以上は、例示的なセキュリティプロセッサ２０
２、例示的なセッションコントローラ２０４、例示的なウェブベースのインターフェース
１２２、例示的なデータプロセッサ２０６、例示的なデータタイプデータベース２０８、
例示的なＯＰＣコンバータ１２０、例示的なアダプタ１１８、例示的なＯＰＣサーバ参照
データベース２１０および／または、より一般的には、ラッパー１１０のうちの１つ以上
を実装するために使用される他の例示的なプロセッサシステムから省略されてもよい。
【００９６】
　図１１に示されるように、プロセッサシステムＰ１０は、相互接続バスＰ１４に接続さ
れるプロセッサＰ１２を含む。プロセッサＰ１２は、完全にチップ上にあるものとして、
図１２に示されるが、あるいは、完全にまたは部分的にチップ外になっており、かつ、専
用の電気接続および／または相互接続バスＰ１４を介して、プロセッサＰ１２に直接接続
されてもよい、レジスタセットまたはレジスタスペースＰ１６を含む。プロセッサＰ１２
は、任意の適したプロセッサ、処理ユニットまたはマイクロプロセッサにしてもよい。図
１２には図示されないが、システムＰ１０は、マルチプロセッサシステムであってもよく
、このため、プロセッサＰ１２と同一または類似しており、相互接続バスＰ１４に通信可
能に接続される１つ以上のさらなるプロセッサを含んでもよい。
【００９７】
　図１１のプロセッサＰ１２は、メモリコントローラＰ２０および周辺機器入力／出力（
Ｉ／Ｏ）コントローラＰ２２を含む、チップセットＰ１８に接続される。公知のように、
チップセットは、チップセットＰ１８に接続される１つ以上のプロセッサによってアクセ
ス可能または使用される、複数の汎用および／または特殊目的のレジスタ、タイマ等と共
に、典型的には、Ｉ／Ｏおよびメモリ管理機能を提供する。メモリコントローラＰ２０は
、プロセッサＰ１２（または、複数のプロセッサがある場合には複数のプロセッサ）が、
システムメモリＰ２４および大容量記憶メモリＰ２５にアクセスすることを可能にする、
機能を実行する。
【００９８】
　システムメモリＰ２４は、例えば、静的ランダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、動的ラ
ンダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）
等の任意の所望のタイプの揮発および／または不揮発メモリを含んでもよい。大容量記憶
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メモリＰ２５は、任意の所望のタイプの大容量記憶デバイスを含んでもよい。例えば、例
示的なプロセッサシステムＰ１０が、ラッパー１１０（図２）を実施するために使用され
る場合、大容量記憶メモリＰ２５は、ハードディスクドライブ、光ドライブ、テープスト
レージデバイス等を含んでもよい。あるいは、例示的なプロセッサシステムＰ１０が、例
示的なデータタイプデータベース２０８および／または例示的なＯＰＣサーバ参照データ
ベース２１０を実装するために使用される場合、大容量記憶メモリＰ２５は、固体メモリ
（例えばフラッシュメモリ、ＲＡＭメモリ等）、磁気メモリ（例えばハードドライブ）、
または例示的なデータタイプデータベース２０８および／または例示的なＯＰＣサーバ参
照データベース２１０の大容量記憶装置に適した任意の他のメモリを含んでもよい。
【００９９】
周辺機器Ｉ／ＯコントローラＰ２２は、プロセッサＰ１２が、周辺機器Ｉ／ＯのバスＰ３
２を介して、周辺機器入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイスＰ２６およびＰ２８ならびにネット
ワークインターフェースＰ３０と通信することを可能にする、機能を実行する。Ｉ／Ｏデ
バイスＰ２６およびＰ２８は、例えば、キーボード、表示（例えば液晶表示（ＬＣＤ）、
ブラウン管（ＣＲＴ）ディスプレイ等）、ナビゲーションデバイス（例えばマウス、トラ
ックボール、容量性タッチパッド、ジョイスティック等）等の任意の所望のタイプのＩ／
Ｏデバイスであってもよい。ネットワークインターフェースＰ３０は、例えば、プロセッ
サシステムＰ１０が、別のプロセッサシステムと通信できる、イーサネットデバイス、非
同期伝送モード（ＡＴＭ）デバイス、８０２．１１デバイス、ＤＳＬモデム、ケーブルモ
デム、セルラーモデム等にしてもよい。
【０１００】
　チップセットＰ１８内の別々の機能ブロックとして、メモリコントローラＰ２０および
Ｉ／ＯコントローラＰ２２が、図１１に図示されるが、こうしたブロックによって実行さ
れる機能は、単一の半導体回路内に統合されてもよく、または、２つ以上の別々の集積回
路を使用して実装されてもよい。
【０１０１】
上記の例示的な方法および／または装置のうちの少なくともいくつかは、コンピュータプ
ロセッサで実行される１つ以上のソフトウェアおよび／またはファームウェアプログラム
によって実装される。しかしながら、特定用途向け集積回路、プログラム可能な論理アレ
イおよび他のハードウェアデバイスを含むが、これに制限されない専用のハードウェアの
実装は、全体または一部が、本明細書に記載される、例示的な方法および／または装置の
いずれかまたは全てを実装するために、同様に構成できる。さらに、分散された処理また
はコンポーネント／オブジェクト分散処理、並列処理、または仮想マシン処理を含むがこ
れに制限されない、代替のソフトウェア実装を、さらに、本明細書に記載される例示的な
方法および／またはシステムを実施するために、構成できる。
【０１０２】
さらに、本明細書に記載される例示的なソフトウェアおよび／またはファームウェアの実
装は、磁気媒体（例えば磁気ディスクまたはテープ）等の実現可能なストレージ媒体、光
学ディスク等の光磁気または光学媒体、またはメモリカードあるいは、１つ以上の読み出
し専用（不揮発）メモリ、ランダムアクセスメモリ、または他の再書き込み可能（揮発）
メモリを収容する他のパッケージ等の固体媒体に格納されることに留意されたい。従って
、本明細書に記載される例示的なソフトウェアおよび／またはファームウェアは、上記の
ものまたは後続のストレージ媒体等の実現可能なストレージ媒体に格納できる。上記の仕
様が、特定の規格およびプロトコルを参照して、例示的なコンポーネントおよび機能を記
述する程度まで、本特許の範囲は、かかる規格およびプロトコルに制限されないことが理
解される。例えば、インターネットおよび他のパケット切り替えネットワーク伝送（例え
ば伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）／インターネットプロトコル（ＩＰ）、ユーザデータグ
ラムプロトコル（ＵＤＰ）／ＩＰ、ハイパーテキストマークアップ言語（ＨＴＭＬ）、ハ
イパーテキスト伝送プロトコル（ＨＴＴＰ））の規格はそれぞれ、現在の最先端の技術の
例を表す。かかる規格は、同一の一般的な機能を有する、より高速かつより効率的な同等
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プロトコルは、このような特許が考える均等物であり、添付の特許請求の範囲内に含まれ
るように意図される。
【０１０３】
加えて、本特許は、ハードウェア上で実行されるソフトウェアまたはファームウェアを含
む例示的な方法および装置を開示するが、かかるシステムは、例示的なものにすぎず、制
限的にみなすべきではないことに留意されたい。例えば、これらハードウェアおよびソフ
トウェアコンポーネントのいずれかまたは全ては、ハードウェアのみ、ソフトウェアのみ
、ファームウェアのみ、または、ハードウェア、ファームウェアおよび／またはソフトウ
ェアのいくつかの組み合わせにおいて、実施できると考えられる。従って、上記の仕様は
、例示的な方法、システム、およびマシンでアクセス可能な媒体を記載したが、こうした
例は、かかるシステム、方法およびマシンでアクセス可能な媒体を実施するための唯一の
方法ではない。従って、特定の例示的な方法、システム、およびマシンでアクセス可能な
媒体が、本明細書に記載されているが、本特許の対象範囲は、これに制限されない。そう
ではなく、本特許は、文字通り添付の特許請求の範囲内において、または均等物の法理に
おいて、確かに範囲とされる全ての方法、システム、およびマシンでアクセス可能な媒体
を包括する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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【図９Ｃ】 【図１０】

【図１１】
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